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永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

桑
波
田
氏
は
lPj
脳
に
お
い
て
、
戦
国
期
大
友
に
お
け
る
「
同
帥
」
「
同
心
」
と
呼
は
れ
る
附
貨
的
結
合
閾
係
は
、
き
わ
め
て
阻
時
的
な

が
あ
る
。

日

は

じ

め

に

木

ー
ー
し
戸
次
鑑
連
を
中
心
と
し
て

I

永

禄

末

期

大

友

氏

の

軍

事

組

織

（
九
州
史
皓
2
8
号
）

（
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要

筆
者
は
、
肌
＼
大
名
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
と
し
て
、
戦
国
大
名
の
軍
事
力
を
枯
戚
す
る
部
将
の
分
析
か
ら
投
近
す
る
力
法
を

と
つ
て
き
た
。
今
ま
で
と
り
掲
げ
た
田
原
紹
忍
、
高
橋
鑑
種
に
つ
い
て
は
、
単
な
ろ
国
人
の
軍
ド
カ
だ
け
で
な
く
、
城
督
と
し
て
大
友
氏

の
公
的
権
力
を
背
景
と
し
て
組
織
し
た
軍
勢
を
も
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

註

1

あ
る

そ
の
意
義
に
つ
い
て
も
論
じ
た
と
こ
ろ
で

本
柏
て
は
、
主
と
し
て
後
に
城
督
に
汎
任
す
る
戸
次
鑑
連
の
大
友
政
権
の
年
寄
闊
代
末
期
に
お
け
る
軍
字
糾
織
を
追
求
し
、
大
友
氏
の

械
督
判
彫
成
以
前
に
お
け
る
主
力
軍
の
構
成
を
明
ら
か
に
し
、
城
督
制
成
吃
の
歴
史
的
前
提
を
追
求
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

戦
悶
期
大
友
氏
の
軍
制
に
つ
い
て
は
、
笠
者
の
ほ
か
に
桑
波
田
肉
氏
「
大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
一
考
察
」

八
・
九
合
併
号
）
と
外
f
l
l幹人
氏
「
大
友
氏
の
軍
事
組
織
に
つ
い
て

1

一
揆
・
衆
巾
•
寄
壬
・
同
心
箸
を
め
ぐ
つ
て
」

も
の
で
あ
り
、
宮
糾
寄
子
制
の
様
な
制
度
的
な
も
の
と
は
い
え
す
、
従
っ
て
大
友
氏
の
各
部
将
の
軍
事
力
は
、
個
々
の
部
将
が
個
々
の
戦

村

忠

夫
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永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

柱
2

力
を
被
官
化
、
与
力
化
す
る
方
式
で
編
成
さ
れ
、
島
江
氏
の
楊
合
と
く
ら
べ
て
「
直
属
家
箆
団
の
創
出
、
編
成
過
程
及
び
、
統
制
肥
担
の

点
に
お
い
て
い
ち
じ
る
し
く
欠
く
る
所
が
あ
っ
た
と
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
さ
れ
た
。

一
揆
は
大
友
氏
の
討
伐
対
象
と
な
り
、
生
き
の
こ
っ
た
一
揆
は
寄
子
・
同
心
と

ま
た
外
山
氏
は
、
南
北
朝
ー
室
町
期
の
一
揆
は
「
大
友
氏
の
大
名
権
力
の
さ
し
た
る
進
展
を
み
な
い
、
未
形
成
の
段
階
に
お
け
る
中
小

領
主
の
自
主
的
結
合
」
で
あ
り
、
戦
国
期
に
い
た
れ
ば
、

大
芦
な
い
も
の
に
変
形
す
る
と
さ
れ
た
上
、
戦
国
期
の
寄
子
・
同
心
の
実
態
と
し
て
四
日
古
切
寮
衆
の
例
を
と
り
掲
げ
、
同
切
寄
衆
の
な

か
の
田
原
紹
忍
と
主
従
関
係
を
結
ん
で
い
る
も
の
を
、
大
友
氏
が
直
接
把
握
す
る
動
き
（
限
昇
は
あ
る
が
）
が
あ
り
、
彼
ら
を
把
握
す
る

た
め
派
遣
さ
れ
た
小
田
原
左
京
亮
と
同
切
寄
衆
の
関
係
は
、
寄
親
な
い
し
同
心
主
と
寄
子
ま
た
は
同
心
で
あ
る
と
し
、
桑
波
田
氏
の
指
摘

す
る
同
心
主
と
同
心
の
結
ひ
つ
送
の
弱
さ
は
、
大
友
氏
に
対
す
る
有
力
な
軍
事
力
へ
、
同
心
主
が
完
展
す
る
の
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
大

友
氏
の
配
慮
に
よ
る
も
の
と
し
、
さ
ら
に
桑
波
田
氏
が
、
菊
池
武
雄
氏
の
規
定
さ
れ
た
寄
親
富
子
制
に
、
大
友
氏
の
家
臣
団
把
握
が
該
当

す
る
か
ど
う
か
を
検
吋
さ
れ
た
の
を
誤
解
さ
れ
、
大
友
氏
関
係
史
料
中
に
「
寄
子
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
見
え
る
と
し
て
、
こ
れ
は
「
同

心
」
と
同
様
の
も
の
と
し
、
次
に
与
力
は
私
的
な
主
従
関
係
で
あ
り
、

解
の
上
、
批
判
さ
れ
た
。

ほ
ゞ
被
官
に
近
い
も
の
と
さ
れ
、
さ
ら
に
筆
者
の
レ
ジ
ュ
メ
を
誤

外
山
氏
の
一
揆
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
本
稿
の
目
的
外
の
こ
と
で
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
が
、
同
氏
が
国
心
関
係
の
実
例
と

し
て
あ
げ
ら
れ
た
四
日
市
切
寄
衆
と
小
田
原
氏
の
関
係
は
、
実
は
ぎ
わ
め
て
一
時
的
、
閲
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
氏
も
あ
る
程
反
み
と
め

ら
れ
て
い
る
様
に
、

こ
の
天
王
段
隊
で
は
、
恒
常
的
に
同
陣
・
同
心
し
て
い
る
田
以
紹
忍
の
存
在
が
あ
り
、
彼
ら
は
田
瓶
氏
と
の
結
合
関

係
を
益
々
ふ
か
め
て
行
く
方
向
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
大
友
氏
自
身
、
田
原
氏
と
四
日
市
切
寄
衆
の
結
合
を
弱
体
化
す
る
と
い
っ
た
政
策

を
と
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
田
原
紹
忍
に
よ
る
同
様
の
結
合
形
店
は
中
沖
平
野
全
体
に
、
天
正
期
に
広
く
見
ら
れ
る
こ

註
3

と
は
既
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
の
関
係
は
、
外
山
氏
の
あ
げ
ら
れ
た
史
料
で
は
「
紹
忍
家
中
之
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
ろ
が
、
彼
ら

は
大
名
1
1
大
友
義
統
よ
り
直
接
に
感
状
、
宛
行
な
ど
を
受
け
る
資
格
を
持
つ
て
お
り
、
本
来
は
独
吃
し
た
号
力
的
存
任
で
あ
り
、

そ
れ
が
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申
承
」
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
わ
か
る
通
り
、
結
び
つ
き
の
度
合
は
き
わ
め
て
弱
い
も
の
で
あ
り
、

は
し
た
も
の
の
、
両
者
の
結
び
つ
き
は
、
そ
れ
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
鑑
実
に
よ
る
小
野
氏
へ
の
大
友
氏
「
御
直
恩
之
取
合
」
い
が
行
な

わ
れ
る
こ
と
へ
の
期
待
に
も
と
ず
く
も
の
で
、
秋
松
三
町
は
、
そ
れ
ま
で
の
つ
な
ぎ
に
す
ぎ
な
い
。
事
実
、
そ
の
後
の
一
万
田
氏
の
政
治

註
6

的
地
位
の
低
下
と
と
も
に
、
小
野
弾
正
忠
は
一
万
田
氏
を
は
な
れ
、
戸
次
鑑
連
の
寄
揆
へ
と
鞍
替
え
を
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
み
て
、
外
山
氏
が
、
文
書
に
で
て
く
る
寄
揆
、
被
官
、
同
心
等
に
つ
い
て
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
さ
れ
た
こ

註

7

と
は
、
大
友
氏
研
究
上
か
ら
は
、
大
切
で
あ
り
、
且
、
当
然
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
作
業
で
あ
っ
た
が
、
「
結
合
の
実
態
が
問
題
」
で
あ

り
な
が
ら
実
態
の
乱
明
が
不
充
分
な
た
め
、
誤
ま
っ
た
結
論
が
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

桑
波
田
氏
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
で
ふ
れ
た
が
、
氏
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
感
状
を
主
史
料
と
し
て
軍
事
組
織
を
明
ら
か

に
す
る
方
法
は
、
前
掲
外
山
氏
論
文
及
び
、
筆
者
の
大
友
氏
関
係
論
文
の
全
て
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
掲
拙
稿
に
お
い
て

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

る
か
ら
、
正
し
く
「
寄
揆
」

一
諾
を
も
つ
て
今
に
替
目
な
く
、
特
に
恩
恵
を
う
け
て
い
る
の
で
、
少
分
で
あ
る
が
筑
前
国
秋
松
で

三
町
歩
を
預
け
る
か
ら
知
行
す
る
よ
う
に
。
必
ず
機
会
を
得
て
大
友
氏
に
よ
る
御
直
恩
が
あ
る
よ
う
努
力
を
す
る
か
ら
と
述
べ
て
い
る
。

父
以
来
一
諾
を
も
つ
て
の
関
係
は
、
桑
波
田
氏
の
い
わ
れ
る
臨
時
的
な
「
同
陣
」
「
同
心
」
関
係
で
な
く
、
又
、
被
官
で
も
な
い
の
で
あ

こ
の
結
び
つ
き
は
父
以
来
の
寄
揆
関
係
継
続
が
「
別
而

「
与
力
」
と
史
料
上
表
現
さ
れ
る
関
係
で
あ
る
が
、

と
小
野
弾
正
忠
の
父
、
鑑
景
以
来
、

小
野
弾
正
忠
殿

註

5

十
月
十
二
日

必
以
時
合
、
御
直
恩
之
取
合
、
不
可
有
無
沙
汰
候
、
恐
々
謹
言

註

4

「
家
中
之
人
」
と
呼
ば
れ
る
関
係
に
ま
で
、
結
び
つ
き
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

鑑

ま
た
与
力
に
つ
い
て
は
、
被
官
に
近
い
主
従
関
係
と
さ
れ
る
が
、
た
と
え
ば
一
万
田
鑑
実
と
小
野
弾
正
忠
の
場
合

親
候
鑑
景
以
来
、
以
一
諾
、
干
今
無
替
目
、
別
而
申
承
侯
之
間
、
誠
雖
為
少
分
、
筑
前
国
炉
松
之
村
内
一
二
町
預
申
候
、
可
有
知
行
候
、

実
（
花
押
）

こ
の
場
合
所
領
を
預
け
ら
れ
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1

拙
稿
「
田
原
紹
忍
の
軍
市
力
」

学
3
0
.
3
1
合
併
号
）

2
桑
波
田
興
氏
「
戦
国
大
名
島
津
氏
の
軍
事
組
織
に
つ
い
て
」
（
九
州
史
学
1
0
号
）
、
同
氏
「
薩
庫
藩
の
外
城
間
に
関
す
る
一
考
察
ー
居
地
頭
制

下
の
地
頭
と
衆
中
ー
」
（
宮
本
又
次
氏
編
「
藩
社
会
の
研
究
」
所
収
）

3

前
掲
「
田
原
紹
忍
の
軍
事
力
」

同
右
小
野
文
書
、
な
お
、
上
包
上
書
、
ハ
シ
ウ
ラ
書
は
省
略
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
稿
国
の
い
を
参
照
さ
れ
た
い
。

同
氏
前
褐
論
文

拙
福
「
田
臣
紹
忍
の
軍
事
力
H
]

8
 
7
 
6
 
5
 
4
 

註

（
九
州
史
学
27
号）

（
九
州
史
学
2
7
.
2
9
.
3
2
号
）
、

河
編
成
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る
の
で
、
と
り
あ
げ
な
い
こ
と
と
す
る
。

の
歴
史
的
発
展
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
点
で
問
頴
が
残
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
桑
被
田
氏
の
業
績
に
依
拠
し
つ
つ
、
永
禄
ト
ー
十
二
年
に
お
け
る
筑
前
で
の
料
栢
鑑
柾
の
乱
ー
そ
れ
は
、
連
鉛
反
応
と
し

て
筑
前
で
は
秋
月
氏
、
坑
紫
氏
の
挙
兵
を
ひ
告
お
こ
し
た
が
ー
そ
の
鎮
圧
の
た
め
派
遣
さ
れ
た
古
弘
鑑
理
、
臼
杵
鑑
速
、
戸
次
鑑
連
の
軍

団
の
う
ち
鑑
連
の
軍
団
編
成
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
ま
ま
筑
前
に
定
着
す
ろ
戸
次
銘
辿
の
軍
事
力
の
定
着
直
前
に
お
け
る
断
面
図
の
作
成

を
行
い
、

心
べ
た
よ
う
こ

、

）

＇

戦
国
末
期
に
お
け
る
城
督
制
に
よ
る
大
友
氏
軍
制
の
新
た
な
展
開
か
、

そ
れ
に
よ
っ
て
次
の
時
点
で
玩
わ
れ
る
、
立
花
城
督
と
し
て
の
戸
次
鑑
連
の
軍
事
力
編
成
の
原
形
を
明
ら
か
に
し
、

的
発
辰
を
鮮
明
な
も
の
と
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、

こ
こ
で
の
込
及
対
象
は
筑
前
で
の
戸
次
鑑
連
を
中
心
と
し
た
そ

れ
で
あ
り
、
連
鉛
的
に
起
っ
た
龍
造
寺
氏
と
の
戦
闘
、
毛
利
氏
の
本
拠
を
突
こ
う
と
し
た
大
内
輝
弘
の
長
州
侵
攻
は
、
筑
前
派
遣
軍
団
の

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

「
高
橋
艦
種
考
」

拿
未
発
表
原
柏
）
、

「
戦
国
大
名
と
太
閤
検
地
ー
＂
九
州
史

そ
の
歴
史

許
沼

全
く
限
視
さ
れ
る
と
い
う
紀
集
に
な
り
、
そ
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伺
郡
一
漆
生

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

参
拾
町

以
上
宗
像
氏
＇
具
拘
之

（
マ
マ
）

加
摩
郡

一

横

田

伊

川

式

ケ

所

参

拾

町

同
郡
一
津
丸
久
末

同
郡
一
若
宮
庄

坑
前
国
鞍
手
郡

野
一
坂
赤
馬
庄

注

文

弐
拾
町

参
百
町

弐
百
廿
町

高
橋
鑑
種
は
一
万
田
氏
の
出
身
で
、
高
橋
氏
の
蓑
子
と
な
り
、
天
文
二
十
一
年
、
大
友
義
糾
の
弟
義
反
（
晴
英
〉
が
大
内
氏
を
認
い
だ

際
、
そ
の
付
人
と
し
て
長
門
へ
渡
っ
た
と
思
わ
れ
、
以
後
九
州
関
係
の
叩
に
つ
い
て
、
年
得
と
し
て
主
と
し
て
連
署
辛
辛
戸
Y

遮
閃
奮
状
の

形
で
義
長
の
意
を
奉
じ
て
い
る
。
義
長
誡
~
亡
後
、
筑
前
岩
屋
、
宝
詣
両
城
の
城
督
と
な
っ
た
が
、
城
督
と
し
て
の
丈
料
的
初
見
は
、
弘
治

四
年
（
永
禄
元
年
〉
九
月
じ
日
で
あ
り
、
何
時
城
督
と
な
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
後
、
編
種
は
所
領
の
安
堵
権
、
打
渡
権
、

太
宰
府
天
満
宮
留
守
減
の
補
任
栢
、
大
友
氏
へ
の
上
申
権
な
ど
に
よ
っ
て
閏
辺
の
武
ナ
、
神
官
な
ど
を
被
官
化
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
、

訂ー

こ
の
被
官
化
し
た
此
士
、
抑
官
が
鑑
種
の
叛
乱
の
軍
中
的
甚
礎
と
な
っ
た
。
以
上
の
詳
細
は
別
稿
に
⑬
ず
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
別
稿
で

は
明
ら
か
に
し
え
な
か
っ
た
駕
種
の
経
済
内
基
盤
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
揺
に
別
稿
で
饂
種
の
所
領
は
、
筑
前
・
筑
後
に
集
中
し

て
い
る
と
息
わ
れ
る
こ
と
は
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
次
に
掲
げ
る
史
料
に
よ
り
、
そ
の
大
半
は
叫
ら
か
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

口

高

橋

鑑

種

の

乱
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豊
前
京
都
郡

一
新
津

上
毛
郡

一
安
雲
村

京
都
郡
神
爪
給

一
久
保
―
―
均

以
上
高
橋
鑑
種
拘
之

同
郡
同

一
能
古
嶋

筵
田
郡
同

一
板
付

（
マ
マ
）
相
良
郡
同

一
入
部
庄

同
郡
同

一
橋
本 以

上
秋
月
種
実
拘
之

（
マ
マ
）

那
賀
郡

一
住
吉
庄

糟
犀
郡
神
代
給

一
須
恵
村

同
郡
同

一
金
井
手

同
郡
一
宮
石

穂
波
郡
神
代
給

一
秋
松

五
拾
石
足

四
拾
町

廿
五
石
足

百
石
足

百
石
足

弐
拾
石
足

弐
拾
石
足

百
石
足

百
六
拾
町

拾
五
石
足

拾
町

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）
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（
マ
マ
）

以
上
弐
千
五
頁

興
盛
知
行
内
相
遥
在
所
事

一
国
役
出
入
事
並
徊
陣
夫
百
九
五
人
内
杜
五
人
、
為
国
役
召
仕
之

一

赤

間

関

役

五

百

貫

こ
の
史
糾
成
立
年
代
及
び
成
立
迎
由
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
内
藤
興
盛
の
不
知
行
所
領
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
作
戚
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
又
、
成
立
年
代
は
、
高
橋
錫
種
の
叛
乱
以
前
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
さ
ら
に
宗
像
氏
貞
、
秋
月
種

実
の
名
前
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、

院
で
あ
る
。

で
あ
ろ
う
。

こ
の
三
人
が
、
毛
利
氏
の
被
官
の
所
領
を
お
さ
え
て
当
知
行
し
う
る
年
代
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

の
三
者
が
交
戦
状
態
に
な
い
永
禄
十
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
大
友
氏
と
毛
利
氏
の
和
睦
が
成
立
し
た
永
禄
七
年
七
月
廿
五
日
以

t
3
 

こ
の
和
平
で
毛
利
方
は
「
農
筑
之
間
、
諸
牢
人
抱
持
城
々
」
を
放
棄
し
て
お
り
、
所
領
な
ど
に
つ
い
て
も
一
切
大
友
氏
に
ま

か
せ
た
も
の
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
一
応
永
禄
七
年
七
月
廿
宜
日

i
永
禄
十
年
の
は
じ
め
こ
ろ
ま
で
の
成
立
と
し
て
よ
い

こ
れ
に
よ
る
と
、
鑑
種
は
、
那
珂
、
糟
屋
、
筵
田
、
早
良
の
四
郎
で
百
六
十
町
と
三
百
六
十
五
石
足
の
所
領
を
有
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
、
何
れ
も
宝
満
・
岩
犀
よ
り
一
日
行
程
以
内
に
存
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
筑
後
高
良
社
領
の
内
少
分
を
鑑
種
が
押
領
し

註

4

柱

5

註

6

て
い
る
こ
と
や
、
嘉
摩
郡
で
真
敷
仙
道
へ
所
領
を
宛
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
前
褐
内
藤
興
盛
の
注
文
が
そ
の
所
領
の
大
半
を
占
め
て

い
る
と
見
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
鑑
種
の
所
領
は
、
高
橋
氏
と
し
て
の
桓
伝
の
所
領
（
こ
の
部
分
は
判
明
し
な
い
）
の
ほ
か
に
、

筑
前
を
中
心
に
、
毛
利
氏
関
係
の
闘
所
地
を
宛
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
賊
所
地
の
成
克
は
、
毛
利
氏
と
大
内
氏
が
交
戦
状
態
に
な
っ

て
以
後
、

そ
れ
も
お
そ
ら
く
は
、
大
内
氏
滅
亡
前
後
か
ら
、
毛
利
、
大
友
両
氏
が
交
戦
状
態
と
な
る
永
禄
初
年
こ
ろ
ま
で
で
、
鑑
種
の
岩

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

一

河

内

村

六

拾

石

足

一
楊
井
津
事
依
御
理
、
暫
時
借
進
上
之

以
上

許

2

こ
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挙
げ
た
。

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

屋
、
宝
満
城
督
就
任
と
ほ
ぼ
同
一
時
期
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
鑑
種
は
、
前
述
の
様
な
城
督
と
し
て
の
諸
権
限
の
行
使
に
よ
り
成
立
し

た
広
範
な
被
官
閃
係
と
、

註

7

鑑
種
の
叛
意
は
、
永
禄
九
年
十
一
月
十
九
日
以
前
に
問
注
所
鎮
連
よ
り
大
友
氏
に
報
ぜ
ら
れ
た
が
、
実
際
の
筑
前
叛
乱
軍
と
大
友
勢
の

註
8

接
触
は
永
禄
十
年
七
月
七
旦
戸
次
鑑
連
が
宝
満
九
ノ
峰
を
切
崩
し
た
の
を
史
料
的
な
初
見
と
す
る
。
こ
の
作
戦
は
結
局
失
敗
し
た
ら
し

く
、
鑑
連
は
一
応
撤
兵
し
、
九
月
＿
―
-
日
筑
前
休
松
に
秋
月
種
実
を
攻
め
た
。

一
般
に
大
友
方
の
勝
利
と
い
わ
れ
て
い
る

註
9

が
、
鑑
連
と
兵
に
作
戦
に
参
加
し
た
五
条
鎮
定
の
親
類
、
被
官
の
う
ち
戦
死
7
、
負
傷
者
7
、
敵
方
の
首
を
と
る
も
の
な
く
、
三
池
鑑
実

註
10

註
11

の
父
、
伯
父
を
は
じ
め
親
類
、
被
官
数
十
人
討
死
、
田
尻
鑑
種
の
親
類
、
被
官
の
取
首
十
五
、
戦
死
者
五
十
九
、
偵
傷
者
二
十
九
。
主
将

戸
次
鑑
連
は
「
余
弟
中
務
少
輯
、
兵
部
少
輯
、
刑
部
少
輔
、
隼
人
佐
、
右
京
亮
、
其
外
家
中
之
仁
」
等
を
戦
死
さ
せ
、
合
戦
の
終
っ
た
夜

註
12

は
、
三
池
鑑
実
と
田
尻
鑑
種
だ
け
が
鑑
連
と
「
同
所
」
し
た
と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
大
友
方
の
敗
北
で
あ
り
、
「
さ
て
／
＼
秋

註

13

月
振
舞
之
事
、
無
念
中
／
＼
不
及
申
」
と
い
う
宗
麟
の
書
状
は
当
然
で
あ
り
、
叛
乱
軍
と
し
て
は
、
「
数
百
討
捕
、
被
得
勝
利
、
累
年
之

散
欝
憤
」
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
筑
後
方
面
か
ら
の
鑑
連
、
日
杵
鑑
速
、
吉
弘
鑑
理
を
中
心
と
し
た
作
戦
は
一
頓
座
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

こ
の
様
な
経
済
的
自
立
の
可
能
な
所
領
と
を
背
景
と
し
て
毛
利
氏
と
結
び
、
筑
紫
氏
、
秋
月
氏
と
結
ん
で
兵
を

こ
の
合
戦
は
、

一
方
、
永
禄
初
期
、
高
橋
鑑
種
が
宝
満
、
岩
屋
両
城
督
に
就
く
の
と
相
前
後
し
て
、
立
花
鑑
載
と
怒
留
湯
長
門
入
道
が
立
花
城
を
拠
点

に
、
北
筑
前
で
軍
勢
を
組
織
し
て
い
た
が
、
そ
の
指
揮
官
の
一
人
、
立
花
鑑
載
が
、
十
一
年
高
橋
方
に
つ
き
、
鑑
連
、
鑑
理
は
高
橋
、
筑

註
15

紫
な
ど
へ
の
攻
撃
を
放
棄
し
て
、
同
年
七
月
立
花
城
を
攻
め
、
同
月
四
日
立
花
城
は
落
城
し
、
鑑
載
は
討
捕
ら
れ
た
。
さ
ら
に
鑑
連
の
勢

註
16

は
、
七
月
廿
三
日
宝
満
城
よ
り
く
り
出
し
た
高
橋
勢
を
宇
美
河
内
で
防
ぎ
、
鑑
種
は
宝
満
、
岩
屋
に
封
じ
込
ま
れ
る
型
に
な
っ
た
。
一

方
、
毛
利
氏
は
筑
前
の
内
乱
の
す
ぎ
を
つ
き
、
豊
前
に
吉
川
元
春
、
小
早
川
隆
景
を
上
陸
さ
せ
、
九
月
四
日
三
岳
城
を
陥
し
、
肥
後
で
は

註
17

註
18

菊
池
則
直
が
再
起
を
は
か
り
、
肥
前
で
は
龍
造
寺
隆
信
が
挙
兵
し
た
。
毛
利
勢
は
、
こ
の
混
乱
を
利
し
て
豊
前
北
部
を
席
捲
し
、
高
橋
、
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以
上
は
筆
者
未
定
栢
「
高
橋
鑑
種
考
」
に
よ
る
。
同
稿
は
近
く
発
表
の
予
定
で
あ
る
。

萩
藩
閥
闊
録
九
十
九
之
一
、
な
お
こ
の
史
料
は
川
添
昭
二
氏
の
御
教
示
を
得
た
も
の
て
あ
る
。

3
永
禄
七
年
七
月
廿
七
日
、
小
早
川
隆
景
、
吉
川
元
春
、
毛
利
元
就
連
署
起
請
文
、
「
増
補
訂
正
綱
年
大
友
史
料
」
ニ
―
巻
3
6
9
号
文
書
、
以

下
編
大
21
の
3
6
9
と
い
う
様
に
略
記
す
。

4

編
大
21の
1
0
7

『
嘉
穂
郡
誌
」

2
6
9
ペ
ー
ジ
写
真

5
 

2
 
ー

4

.

｀
 

~
 

一―-riu

et19 

秋
月
に
兵
粕
米
を
補
給
し
て
テ
コ
人
れ
を
す
る
と
い
う
多
角
的
作
戦
を
行
い
、
永
禄
ト
一
年
末
に
は
大
友
氏
の
筑
前
で
の
最
大
の
戦
略
拠

許
20

点
立
＂
化
城
に
攻
め
か
か
り
、
↑
二
年
四
月
六
日
に
は
主
力
部
隊
が
同
城
を
包
屈
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
大
友
宗
麟
は
二
月
ド
句
盟
後
府
内

t

l

t

2

 

を
完
し
、
三
月
、
筑
後
高
良
山
に
陣
を
張
り
、
直
接
指
押
に
の
り
だ
し
、
毛
利
努
の
立
花
包
川
に
は
、
早
速
、
吉
弘
鑑
理
、
戸
次
鑑
辿
ら

喜

が
後
脊
苔
し
て
対
抗
、
五
月
六
日
、
十
八
日
に
大
友
勢
は
総
攻
撃
を
加
え
た
か
、
毛
利
勢
は
大
損
害
を
与
え
て
こ
れ
を
の
け
た
た
め
翌

註

24

閏
五
月
三
日
、
城
兵
は
降
参
し
、
元
春
、
隆
景
は
こ
れ
を
ゆ
る
し
て
釈
放
し
た
。
ま
た
、
こ
の
攻
撃
に
際
し
、
城
を
は
な
れ
て
参
加
し
た

註
25

高
橋
鑑
種
は
ふ
た
た
び
将
軍
と
と
も
に
宝
詢
城
に
婦
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
立
花
ー
宝
饂
と
い
う
縦
の
線
か
つ
な
が
り
、
毛
和
氏
の
筑
前

証
26

で
の
軍
事
的
足
楊
は
き
わ
め
て
強
固
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
て
宗
麟
は
、
秋
月
祠
実
を
降
す
と
と
も
に
、
八
月
九
日
芦
枠
鎮

詫
匂

輿
ら
を
周
防
に
派
遣
し
、
合
尾
浦
を
奇
襲
さ
せ
、
九
刀
に
は
、
大
内
輝
弘
を
大
内
家
の
家
仔
と
し
て
入
国
さ
せ
、
十
月
＋
―
-
日
輝
弘
は
山

心
28

口
に
入
っ
た
。
元
就
は
、
七
月
以
来
、
織
田
氏
の
授
を
得
て
出
雲
に
入
っ
た
尼
子
勝
久
の
活
動
対
策
も
あ
り
、
急
ぎ
元
在
、
院
旦
に
帰
国

詫

29

を
命
じ
、
十
月
十
五
日
、
両
川
は
立
花
城
の
守
兵
を
残
し
て
撤
兵
し
た
。
こ
の
た
め
、
支
え
を
失
っ
た
立
花
城
は
、
ー
一
月
廿
一
日
に
賢

註30

噌

註

32

り
、
孤
立
し
た
鑑
種
も
降
参
し
肥
前
の
竜
迎
寺
隆
信
も
十
二
月
に
降
参
し
、
北
部
九
州
の
戦
乱
は
鎮
ま
っ
た
。
し
か
し
こ
の
争
乱
に
よ

つ
て
、
毛
利
氏
は
豊
前
北
部
を
掌
抑
し
、
竜
造
守
は
自
立
の
基
礎
を
固
め
、
大
友
氏
の
筑
前
保
持
は
今
後
丑
だ
困
難
を
ま
す
こ
と
と
な
っ

た
。
な
お
、

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

こ
の
一
連
の
戦
い
に
つ
い
て
は
及
川
儀
右
衛
門
氏
『
毛
利
元
就
』
を
あ
わ
せ
参
照
い
た
だ
恙
た
い
。
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6
 
永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

田
北
学
氏
は
｀
永
禄
九
年
五
月
十
―
―
日
、
大
友
氏
寄
連
書
奉
書
で
監
前
国
田
河
郡
池
尻
村
の
内
、
金
国
拾
町
な
ど
を
宛
行
わ
れ
た
鑑
種
を
高
橋

と
傍
註
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
文
書
の
形
式
か
ら
い
っ
て
、
宛
行
わ
れ
た
鑑
種
と
は
宛
名
人
の
岐
部
中
務
大
輔
で
あ
る
。
（
編
大
21
の
1
2
)

7

「
太
宰
府
、
太
宰
府
天
満
宮
、
博
多
史
料
」
続
中
世
編
同
（
以
後
続
中
止
と
略
す
）

7
9
3
ペ
ー
ジ
。

8

立
花
文
書
、
天
正
＝
一
年
五
月
廿
八
旦
戸
次
道
雪
譲
状
、
な
お
田
尻
文
書
に
は
七
月
十
日
の
着
到
状
が
あ
る
。
「
佐
賀
県
史
料
集
成
」
七
巻
所

収、

1
1
0
号
文
書
、
（
以
後
佐
史
7
の
1
1
0
と
い
っ
た
様
に
略
す
）

9

嗣
大
22
の
1
5
6

10

川
添
附
一
一
氏
綱
「
筑
後
国
三
池
荘
史
料
」

1
5
7
号
文
言

11

佐
史
7
の
田
尻
文
書
1
1
4

12

立
花
文
害
、
九
月
八
日
、
大
友
尿
麟
書
状
、
な
お
、
立
花
文
書
は
九
州
大
学
国
史
学
研
究
室
所
蔵
の
東
大
史
料
編
鎮
所
影
写
本
の
写
真
に
よ
っ

13

同
右

14

続
中
五
、

8
1
7
ペ
ー
ジ
。
高
橋
鑑
種
書
状
。

15

汀
花
文
書
、
（
永
禄
十
一
年
）
七
月
廿
三
日
大
友
宗
麟
書
状
、
編
大
22
の
2
2
5

16

立
花
文
国
、
永
禄
十
一
年
七
月
廿
三
日
戸
次
鑑
連
手
之
衆
分
捕
功
名
着
到
状
、
天
正
三
年
五
月
廿
八
日
戸
次
道
雪
譲
状

17

以
上
「
史
料
綜
覧
」
十
巻
、
相
良
家
文
書
一
の
五

0
三
、
五

0
四
号
文
書

18

行
弘
文
書
、
九
月
十
七
日
大
友
宗
麟
書
状
、
九
大
国
史
減
、
史
料
編
額
所
影
写
本
写
真

19

続
中
五
の

8
1
5
ペ
ー
ジ

20

続
中
五
の

8
2
8
ペ
ー
ジ
、
森
脇
兌
書

21

編
大
22
の
3
0
4
、
3
0
6
、
3
0
7

22

同
右
22
の
3
2
8

23

佐
史
七
、
田
尻
文
書
1
2
1
、
1
2
3
、
編
大
22
の
3
7
0
1
3
7
5
、
3
7
7
、
3
8
0
1
3
8
3
、
そ
の
他

24

続
中
匈
、

8
4
6
、
8
4
7
、
8
4
8
ペ
ー
ジ

25

同
右
国
8
4
6
ペ
ー
ジ

26

緬
大
22
の
3
8
8

27

覇
大
22
の
4
3
8
、
4
3
9
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永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

（
付
箋
）

「
永
禄
十
年
七
月
十
日
、
於
宝
禍
合
戦
着
到
、

叉
―
―
一
郎
鑑
種
代
」

永
禄
十
年
七
月
十
日
、
於
宝
禍
一
構
、
田
尻
又
『
一
郎
被
官
令
粉
骨
、
被
疵
忠
儀
之
次
第
、
着
到
加
披
見
畢

ー
交
名
略
ー

於
宝
満
合
戦
之
着
到
」

（
包
紙
ウ
ワ
書
）

①
「
鑑
種
様
御
代

討
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。

こ
＼
て
は
、
口
で
述
べ
た
高
柏
鑑
種
を
核
と
し
た
、
筑
前
で
の
大
友
、
毛
利
両
軍
の
戦
い
に
お
け
る
、
大
友
氏
の
軍
団
中
、
最
も
史
料

警
か
な
戸
次
軍
団
の
構
成
の
仕
方
を
追
求
す
る
こ
と
A

と
す
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
同
陣
、
固
心
と
史
料
上
表
現
さ
れ
る
関
係
を
明
ら
か

に
し
た
い
。
口
で
の
べ
た
休
松
に
お
い
て
、
最
後
ま
で
戸
次
鑑
辿
と
行
動
を
と
も
に
し
た
田
尻
氏
の
、

32 31 30 29 28 

①
同
心
・
同
陣
者

曰

緬
大
22
の
4
5
6
1
4
6
0
、

嗣
大
22の
4
7
7

「
史
料
綜
覧
」
＋
巻

続
中
⑮
8
6
1
1
8
6
4
ペ
ー
ジ

「
史
料
綜
覧
」
十
巻

（
大
友
宗
麟
）

（
花
押
〉

「
史
料
綜
覧
」
＋
巻

大
友
氏
の
軍
団
構
成

こ
の
一
連
の
戦
闘
閃
係
史
料
を
検
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（
包
紙
捻
封
上
書
）

④
「
（
押
紐
）
「
永
禄
十
年
九
月
三
日
休
松
合
戦
感
状
、
鑑
種
几
」

R
 

R
 

十
月
八
日

土
月
1
1

於
休
松
合
戦
之
刻
、
自
身
依
被
砕
手
、
親
類
・
被
官
或
戦
死
、
或
被
疵
之
由
、
忠
低
感
悦
候
、
家
中
衆
被
申
進
、
弥
可
被
励

（
マ
マ
）

醜
止
事
、
可
為
祝
着
候
、
軍
忠
之
次
第
、
必
取
静
、
別
而
可
賀
申
候
趣
、
一
戸
次
伯
者
守
可
申
候
、
恐
々
謹
言

田
尻
中
務
太
輔
殿

（
ハ
シ
ウ
ラ
切
封
）

「
（
墨
引
）
」

宗
麟

L--

戸
次
伯
者
守
殿

九
月
八
日

（
以
下
交
名
略
す
）

殊
親
類
・
被
官
或
戦
死
、
或
分
捕
、
被
疵
高
名
之
着
到
、
銘
々
令
披
見
記

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

（
マ
マ
）

永
禄
十
年
九
月
三
日
於
休
松
、
秋
月
衆
取
出
之
条
、
戸
次
伯
者
守
以
同
心
、
田
尻
中
務
太
輔
鑑
種
自
身
遂
合
戦
、
被
砕
手
、
分
捕
、

追
而
申
候
、
今
度
之
合
戦
二
、
別
而
被
需
粉
骨
、
舎
弟
中
務
少
輔
、
同
兵
部
少
軸
、
刑
部
少
輔
、
隼
人
佐
、
右
京
亮
其
外
家
中
之
仁

等
戦
死
之
由
承
候
、
就
中
、
隼
人
佐
事
此
節
可
有
同
陣
之
由
候
条
、
一
雇
可
申
候
之
処
、
結
句
立
用
仮
、
ー
中
略
ー
殊
更
筑
後
衆
歴
々

戦
死
之
由
候
、
是
又
朦
気
深
重
候
、
彼
飛
脚
申
分
者
、
一
＿
一
池
源
十
良
、
田
尻
中
務
太
輔
事
、
其
夜
於
鑑
連
同
所
、
心
懸
依
惑
心
、
歪

彼
両
人
、
鑑
連
善
料
一
腰
遣
之
由
承
侯
ー
中
略
ー

（
大
友
宗
麟
）

（
花
押
）

宗
麟
（
花
押
）

宗
麟
（
化
抑
）
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R
 

永
緑
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

十
二
月
三
日

田
尻
中
務
太
輔
殷

一
候
、
委
細
猶
戸
次
伯
者
守
可
巾
候
、
恐
々
謹
言

為
発
足
祝
儀
、
太
刀
一
腰
、
織
筋
一
端
送
給
候
、
祝
蒼
候
、
殊
、
近
々
至
境
目
、
可
差
寄
覚
悟
候
之
条
、
此
節
別
而
可
預
馳
走
事
専

田
尻
中
務
太
輔
殿

（
ハ
シ
ウ
ラ
切
封
）

「
（
峯
引
）
」

宗
麟

（
上
包
捻
封
上
書
）

（
異
筆
）

「
「
発
足
祝
儀
返
礼
状
、

御
返申
給
ヘ

鑑
釉
ま
い
る

六
月
七
日

田
尻
中
務
太
輔
殿

（
包
紙
ゥ
ヮ
書
）

⑤
「
鷹
尾
へ
ま
い
る

（
ハ
シ
ウ
ラ
切
封
）

「
（
墨
引
）
」

鑑
種
代
」

し— 水
田
ョ
リ
」

御
懇
書
委
細
令
披
閲
候
、
如
仰
、
去
年
於
休
松
、
向
後
不
易
、
何
様
拙
別
儀
、
可
申
承
之
段
、
既
以
一
通
申
談
候
、
続
何
故
可
有
変

化
候
哉
、
就
中
、
於
一
木
御
心
底
之
趣
顕
然
仕
—
中
略
ー
定
而
今
日
者
可
為
御
着
陣
之
条
、
毎
事
以
面
上
可
申
承
之
条
、
不
能
委
筆

候
、
恐
々
謹
言

鑑
連
（
花
押
）

宗
麟
（
花
押
）
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ー
ミ
芦
賂
ー
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/
A
-
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|
 

田
尻
中
務
太
輔
殿

（
大
友
宗
麟
）

（
花
押
）

公
付
箋
）

「
、
水
禄
ト
ー
一
年
五
月
五
日
、
於
立
花
表

合

載

蔚

到

鎧

種

代

」
（
大
友
宗
麟
）

（
花
押
）

永
禄
十
二
年
五
月
六
日
、
於
立
花
表
敵
阿
切
庁
、

永
禄
十
二
年
五
月
十
八
日
、
立
花
表
於
敬
陣
切
岸
、
田
尻
中
務
太
輔
鑑
種
被
疵
井
戦
死
着
到
、
銘
々
加
披
見
詑

ー
交
名
略
ー

丘
月
十
日

祝
岩
候
、
猶
重
々
可
申
候
、
恐
々
謹
言

（
上
包
捻
封
ウ
ワ
書
）

⑦
「
田
尻
中
務
太
輔
殿

盆
押
紙
）

「
永
禄
拾
弐
年
五
月
八
日
、

（
ハ
シ
ウ
ラ
切
封
）

「
（
墨
刷
）
」

於
立
花
表
、

敵
陣
切
崩
働
手
負
惑
状
、

前
六
立
花
表
於
敵
陣
切
岸
、
被
官
之
者
被
疵
粉
骨
之
趣
、
着
到
加
披
見
候
、
軍
労
之
次
第
感
悦
無
極
候
、
弥
可
被
励
馳
走
事
、
可
為

宗
麟

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

鑑
種
代
」
」

宗
麟
（
花
押
〉

田
尻
中
務
大
輔
鑑
種
人
数
、
彼
疵
着
到
、
釣
々
加
披
見
畢
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註

2

①
は
、
天
正
三
年
冗
月
廿
八
日
の
一
戸
次
道
宣
盆
鑑
連
）
譲
状
に
「
永
禄
十
年

L
月
七
日
魁
‘
[
じ
圧
虹
几
ノ
峰
打
崩
町
」
と
あ
る
も
の
に
対

応
す
る
史
料
で
あ
る
が
、
確
実
な
史
料
で
は
、
他
の
武
将
た
ち
の
行
動
は
全
く
確
ぶ
で
苔
な
い
。
ま
た
、
鑑
連
と
田
尻
鑑
種
の
間
の
閃
係

も
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
①
の
史
料
で
は
、
田
尻
鑑
袖
は
、
同
年
九
月
一
ご
日
の
休
松
で
の
秋
月
氏
と
の
戦
い
で
「
戸
次
伯
菩
守
以
同
心
」

つ
て
戦
つ
て
お
り
、
削
述
の
様
に
、
敗
北
後
も
①
で
わ
か
る
と
お
り
「
其
夜
於
鑑
連
同
所
」
い
て
行
動
し
て
い
る
。
こ
の
①
で
は
「
田
尻

又
―
―
詞
般
宮
」
が
着
刊
の
対
象
で
あ
る
が
、
①
に
は
「
親
類
・
被
官
」
と
あ
り
、
田
尻
氏
の
着
判
交
名
に
名
を
連
ら
ね
る
も
の
は
親
類
か

被
宜
で
あ
る
と
見
て
よ
く
、
彼
の
ひ
き
い
る
軍
勢
は
、
親
類
、
被
官
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
は
、
田
尻
銅
種
の
特
殊
事
情
で
は
な
く
、
休
松
で
田
尻
鑑
柿
と
同
一
行
動
を
と
っ
た
一
二
池
鎮
実
の
均
合
も
親
父
上
野
介
以
下
「
親

註
3

類
・
被
官
」
が
或
は
戦
死
或
は
被
疵
、
又
、
分
捕
な
ど
で
名
を
連
ら
ね
て
お
り
、
ま
た
、
詞
じ
筑
後
の
国
人
五
条
鎮
定
の
軍
勢
も
親
頬
．

註

4

被
官
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
有
力
国
人
の
軍
勢
の
典
刑
的
な
事
例
と
見
て
よ
い
で
あ
る
う
。

R
は
戸
次
鑑
連
の
兄
弟
を
は
じ
め
と
す
る
鑑
連
「
家
中
之
仁
」
の
戦
死
に
つ
い
て
の
見
舞
い
と
今
後
の
作
戦
（
こ
の
部
分
省
略
）
を
伝

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

田
尻
巾
務
太
輔
殿

閏
五
月
廿
九
日

（
上
包
捻
封
上
害
）

⑩
「
田
尻
中
務
太
輔
霰

（
異
筆
）

「
長
陣
軍
労
礼
状

（
ハ
シ
ウ
ラ
切
封
[
)

「
（
墨
引
）
」

註

1

長
々
在
陣
辛
労
之
段
為
可
申
、
真
光
寺
進
之
候
、
然
者
、
中
陣
之
儀
付
而
、
童
々
巾
遣
候
、
親
類
・
家
中
之
仁
等
観
由
此
、
此
節
別

而
可
預
御
馳
走
宇
、
慇
存
候
、
ー
中
略
ー
委
細
寿
元
法
印
可
有
演
説
候
、
恐
々
謹
言

鑑
種
代
」

宗
麟

L— 

宗
麟
（
花
押
）
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編
成
は
全
く
変
つ
て
い
な
い
。

い
う
結
合
関
係
で
あ
る
と
い
え
る
。

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

え
、
さ
ら
に
筑
後
衆
、
特
に
三
池
鎮
実
と
田
尻
鑑
種
へ
の
見
舞
い
と
謝
意
と
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
鑑
連
宛
の
書
状
で
、
と
く

に
「
筑
後
衆
歴
々
戦
死
之
由
候
、
是
又
朦
気
深
重
侯
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
他
の
筑
後
衆
も
三
池
氏
や
田
尻
と
同
様
に
、
鑑

連
の
も
と
で
休
松
で
戦
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
①
の
証
判
を
加
え
た
着
到
と
相
前
後
し
て
、
田
尻
鑑
種
が
受
け
た
文
書
に
は
、
R
の
ほ
か
に
④
が
あ
る
が
、
こ
の
感
状
の
末
尾
に

「
必
取
静
、
別
而
可
賀
申
候
趣
、
一
戸
次
伯
者
守
可
申
侯
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
宗
麟
と
田
尻
鑑
種
の
間
に
戸
次
錨
連
が
入
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、

「
以
同
心
」
つ
て
戦
つ
て
お
り
、
同
心
と
い
う
戦
闘
行
為
は
、
単
に
戦
闘
の
際
の
関
係
だ
け
に
と
ゞ
ま
ら
ず
、
つ
づ
い
て
発
給
さ

註
5

れ
る
感
状
、
さ
ら
に
は
恩
宜
に
つ
い
て
ま
で
、
同
心
を
う
け
た
武
将
が
関
係
し
て
く
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
前
に
触
れ
た
R
に
お

（
田
尻
鑑
種
、
三
池
鑑
実
）

い
て
田
尻
鑑
種
ら
の
戦
功
が
特
記
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
は
「
其
夜
於
鑑
連
同
所
、
心
懇
依
感
心
、
至
彼
両
人
、
鑑
連
着
料
一
腰
遣

之
由
承
」
っ
た
と
い
う
こ
と
で
わ
か
る
よ
う
に
鑑
連
の
報
告
に
よ
っ
て
鑑
杜
ら
の
戦
功
を
知
っ
た
上
で
の
事
な
の
で
、

の
と
な
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、

こ
の
段
階
に
お
け
る
「
同
心
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
そ
の
指
揮
下
に
お
い
て
戦
闘
行
為
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
同

心
を
う
け
た
も
の
は
、
同
心
者
の
戦
功
の
上
申
を
行
い
、
そ
れ
に
と
も
な
う
感
状
の
兌
給
、
恩
貨
の
宛
行
に
つ
い
て
発
言
ま
で
も
行
う
と

さ
て
、
R
に
よ
っ
て
、

で
は

こ
の
場
合
の
申
し
次
ぎ
を
し
た
鍮
連
に
た
い
し
田
尻
鑑
種
は
、
惑
状
の
出
さ
れ
た
原
因
の
休
松
で
の
合
戦

一
段
と
明
確
な
も

田
尻
鑑
種
は
鑑
連
と
同
心
し
、
五
月
六
日
、
⑦
⑧
の
立
花
城
を
め
ぐ
る
戦
い
に
加
わ
り
、
さ
ら
に
同
十
八
日
、

R
に
も
毛
利
勢
と
戦
つ
て
い
る
。
こ
の
時
の
「
被
疵
井
戦
死
之
着
到
」
は
、
R
で
は
「
鑑
柿
人
数
」
、
R
で
は
「
鑑
種
被
官
」
と
あ
り
、

⑦
の
感
状
で
も
「
被
官
」
と
い
う
表
現
を
と
り
、
親
類
が
抜
け
て
い
る
が
、
⑩
に
「
親
類
・
家
中
之
仁
」
と
あ
り
、
田
尻
鎧
種
の
軍
勢
の

⑩
で
は
[
委
細
寿
元
法
印
可
有
演
説
候
」
と
あ
り
、
前
述
の
よ
う
な
軍
事
指
揮
官
が
申
し
次
ぎ
を
行
つ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
は
「
長
々
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（
上
包
）

⑪

「

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

小
野
大
蔵
少
輔
殿進
之
候

（
後
筆
）

「
十
五
代
信
幸
」

鑑
連

」

戸
次

お
い
て
も
継
続
的
に
同
陣
し
て
い
る
も
の
を
指
適
で
吾
る
。
た
と
え
ば
、
以
下
史
料
を
列
挙
す
る
小
野
氏
が
そ
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、

「
同
陣
」

（
寿
元
）

在
陣
辛
労
之
段
、
為
可
巾
、
真
光
寺
進
之
候
」
と
あ
る
こ
と
で
わ
か
る
よ
う
に
、
宗
麟
が
特
に
旅
述
し
た
使
僧
で
あ
り
、
前
線
指
揮
官
を

通
し
て
よ
り
、

ろ
う
。

一
段
と
丁
重
な
連
絡
法
で
あ
る
。
①
に
お
い
て
も
申
し
次
ぎ
の
見
え
な
い
の
は
、
真
光
寺
旅
遣
を
前
提
と
し
た
た
め
で
あ

こ
の
た
め
、

こ
の
時
の
田
尻
鑑
種
の
同
陣
者
が
判
明
し
な
い
こ
と
＼
な
っ
て
い
る
。

こ

の

よ

う

に

永

続

的

な

同

心

、

毛

利

勢

が

撤

兵

す

る

と

、

田

尻

鑑

種

は

肥

前

へ

出

兵

註

6

し
、
雄
城
幡
磨
守
、
上
野
兵
部
少
輔
、
浦
上
宗
鉄
の
申
し
次
ぎ
を
う
け
て
い
る
の
で
、
彼
ら
の
指
揮
下
に
同
陣
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
事
実
か
ら
、
田
尻
鑑
種
は
、
筑
前
で
は
主
と
し
て
戸
次
鑑
連
に
同
陣
・
同
心
し
て
い
る
が
、
肥
前
方
面
に
転
戦
す
る
と
他
の
指
揮

官
の
下
で
軍
事
行
動
を
と
つ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
点
は
、
す
で
に
桑
波
田
氏
が
指
適
さ
れ
、

註

7

因
を
求
め
ら
れ
た
が
、
一
連
の
戦
闘
に
お
け
る
指
揮
者
の
変
化
は
、

場
合
に
、
各
方
面
指
揮
官
を
、
固
定
し
、

「
「
同
心
」
関
係
に
於
け
る
被
指
揮
者
の
社
会
的
階
層
が
不
平
掏
で
あ
る
」
こ
と
に
原

そ
の
時
々
の
重
点
方
面
に
兵
力
を
集
中
す
る
と
い
う
作
戦
の
展
開
に
は
、
田
尻
氏
の
様
な
国
人

は
、
し
ば
し
ば
指
憚
官
が
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
ま
た
一
方
で
は
彼
ら
は
変
わ
り
得
る
立
場
で
あ
っ

た
と
も
い
え
る
。

「
同
心
」
と
表
現
さ
れ
な
が
ら
、

こ
の
永
禄
末
の
戦
闘
の
よ
う
に
、
多
面
作
戦
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い

こ
の
一
連
の
戦
闘
の
み
な
ら
ず
、

同
陣
関
係
が
成
立
す
る
か
に
見
え
な
が
ら
も
、

こ
の
以
前
に
お
い
て
も
、
ま
た
こ
の
以
後
に
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⑬ 

小
野
乙
寿
丸
殿

月
十
六
日

養
父
大
蔵
丞
於
秋
月
宅
所
、
戦
死
忠
貞
之
次
第
無
比
類
候
、
度
々
遂
言
上
候
条
、

定
而
被
成
御
直
恩
、

段
、
弥
緩
有
間
敷
候
、
先
以
新
地
野
津
手
村
之
内
一
二
町
分
之
事
、
預
置
之
候
、
誠
顕
志
叶
仮
、
必
闘
所
次
第
、
重
畳
可
申
談
候
、
恐

々
謹
言

々
年
秋
月
退
冶
之
刻
、
親
父
大
蔵
丞
事
、
従
殻
帥
鑑
連
以
同
陳
、
至
文
種
居
屋
敷
、
渚
勢
取
懸
候
之
刷
、
戦
死
忠
貞
無
比
類
候
、

為
其
賞
、
於
筑
前
国
拾
五
町
岬
町
有
之
事
預
置
候
、
可
有
知
行
侯
、
恐
々
謹
言

卯
月
廿
三
日

小
野
乙
寿
丸
殿

鑑
辿
」

（
上
包
）
（
後
筆
）
＼

⑫
「
「
(
＋
ナ
代
長
幸
）
」

迎
之
候

小
野
大
蔵
少
輔
殿

之
候
、
ー
略
ー

十
一
月
廿
日

（
ハ
シ
ウ
ラ
切
封
）

「
（
墨
引
）
」

戸

次

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

於
今
度
木
原
被
砕
手
、
被
深
手
候
御
忠
儀
無
比
類
候
、
銘
々
達

可
有

鑑
連
（
花
押
）

鑑
連
（
花
押
）

義
鎮
（
花
押
影
） 御

感
侯
、

取
合
之

上
聞
候
条
、
定
而
直
可
被
戚
御
感
侯
、
為
鑑
連
茂
忘
却
不
可
有
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永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

小
野
弾
介
殿

七
月
廿
三
日

（
上
包
）
黛
パ
筆
）

⑮

「

五

小

野

弾

介

殿

（
ハ
シ
ウ
ラ
切
封
〗

「
（
墨
引
）
」

⑭ 

就
今
度
不
慮
之
題
口
、
内
々
迄
之
一
通
、
具
令
披
見
、
乍
案
中
、
御
憑
敷
覚
悟
神
妙
存
仮
、
於
此
堺
目
、
大
綱
之
御
城
堺
相
勤
儀
侯

条
、
家
風
一
同
、
私
差
捨
宿
意
、
弥
各
甚
深
可
被
即
談
事
、
乍
勿
論
、
鑑
連
可
為
外
聞
実
仇
仮
、
例
弥
太
郎
事
、
早
々
可
召
寄
之
由

凧
候
、
是
又
懇
之
儀
祝
着
候
、
併
存
旨
候
条
、
妥
奸
江
者
治
部
少
輔
可
召
似
与
存
侯
、
だ
訓
由
布
甲
斐
守
可
申
候
、
恐
々

三
月
九
日

（
奥
ハ
シ
）

「
（
墨
引
〉

小
野
弾
介
殿

小
野
弥
八
兵
衛
尉
殿

小
野
一
ニ
一
郎
殿

小
野
乙
寿
殴

註

8

今
度
空
化
鉛
載
退
治
之
刻
、
別
而
被
砕
手
、
分
捕
高
名
之
由
候
、
忠
貞
之
次
第
鱈
悦
無
比
類
仮
、
弥
可
励
軍
忠
事
、
可
為
喜
悦
仮
、

必
追
而
可
賀
之
趣
、
猪
戸
次
伯
者
守
可
巾
候
、
恐
々
謹
言

宗
麟
」

鑑
連
」

宗
麟
（
花
抑
）

鑑
連
（
＂
和
抑
）
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⑯ 

—
中
略
—

顎

大
津
山
大
炊
助

討
捕
之

頸

内
田
典
兵
衛
尉
討
捕
之

頸

死
之
着
到
、
銘
々
加
披
見
詑
、

永
禄
十
二
年
五
月
十
八
日
、
立
花
表
於
敵
陣
長
尾
岸
涯
防
戦
之
硼
、
戸
次
伯
者
守
親
類
・
与
カ
・
被
官
或
分
捕
高
名
、
被
疵
、
或
戦

大
津
山
伊
豆
守

（
大
友
宗
麟
）

（
花
押
）

定
で
ぎ
ろ
こ
と
が
わ
か
る
。

る
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
。

う
要
求
し
、
小
野
一
族
が
弥
太
郎
を
豊
後
よ
り
呼
び
よ
せ
よ
う
と
す
る
の
に
た
い
し
、

し
た
が
つ
て
鑑
連
は
、
小
野
氏
の
内
紛
に
も
あ
る
て
い
ど
発
言
権
を
持
ち
、
ま
た
一
族
中
だ
れ
を
出
陣
さ
せ
る
か
と
い
っ
た
事
ま
で
指

さ
ら
に
、
永
禄
十
二
年
宜
月
十
八
日
の
立
花
城
を
め
ぐ
る
毛
利
勢
と
立
花
勢
の
戦
で
の
戸
次
鑑
連
の
着
到
状
に
は

番
）
を
勤
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、

と
な
つ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
⑭
で
は
鑑
連
は
、
内
容
不
明
な
が
ら
、
お
そ
ら
く
小
野
氏
内
部
の
紛
争
と
思
わ
れ
る
「
不
慮
之
眩
目
」

一
族
の
決
意
に
安
心
す
る
と
と
も
に
、
鑑
連
と
そ
の
一
統
は
「
此
堺
目
大
綱
之
御
城
番
」
（
お
そ
ら
く
立
花
城

「
家
風
一
同
」
し
「
私
差
捨
宿
意
」
て
、
各
が
「
甚
深
」
＜
「
申
談
」
じ
、
内
部
分
裂
を
お
こ
さ
ぬ
よ

に
つ
い
て
報
告
を
う
け

討
捕
之

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

「
年
旨
」
が
あ
る
か
ら
と
治
部
少
輔
を
呼
び
よ
せ

⑪
i
⑬
は
、
き
わ
め
て
明
確
に
鑑
連
と
の
同
心
関
係
を
示
し
て
い
る
し
、
⑮
も
鑑
連
の
申
し
次
ぎ
を
う
け
て
い
る
の
で
、
鑑
連
と
同
心

註
9

註

W

し
た
も
の
と
見
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
⑪
以
前
に
小
野
氏
は
一
万
田
氏
と
同
心
｀
同
陣
し
、
ま
た
臼
杵
氏
と
同
陣
、
同
心
し
て
い
る
が
、

註

11

そ
の
以
後
は
、
同
陣
、
同
心
者
の
判
明
す
る
場
合
は
全
て
鑑
連
ー
統
虎
と
い
う
戸
次
氏
で
あ
り
、
こ
の
関
係
は
き
わ
め
て
固
定
的
な
も
の
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永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

が
わ
か
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
史
料
上
に
お
い
て
は
、

と
、
小
野
弾
介
の
名
が
見
え
る
。

ー
後
略
ー

ー
中
略
ー

手
負
之
人
数

こ
の
こ
と
か
ら
小
野
氏
は
鑑
連
の
被
官
で
あ
る
た
め
に
固
定
的
な
同
陣
・
同
心
関
係
に
あ
る
の
か
と
の
疑
問
も
出
う
る
。

し
か
し
、
⑬
で
わ
か
る
よ
う
に
小
野
氏
は
大
友
氏
よ
り
感
状
を
う
け
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
⑪
で
戸
次
鑑
連
は
、
木
原
で
の
戦
で
負

傷
し
た
こ
と
を
ほ
め
る
と
と
も
に
今
度
の
戦
功
に
つ
い
て
は
「
銘
々
達
上
聞
」
し
た
の
で
、
き
っ
と
「
直
可
被
成
御
感
」
く
と
大
友
氏
よ

り
直
接
に
感
状
が
発
給
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
上
で
、
鑑
連
と
し
て
も
こ
の
こ
と
は
忘
却
し
な
い
か
ら
と
後
日
を
約
し
て
い
る
し
、

⑫
で
は
養
父
蔵
人
丞
が
秋
月
城
に
攻
め
入
っ
て
戦
死
し
た
功
を
ほ
め
る
と
と
も
に
、
戦
功
に
つ
い
て
は
「
度
々
遂
言
上
」
げ
た
の
で
、
ぎ

つ
と
「
被
成
御
直
恩
、
可
有
御
感
」
く
、
と
大
友
氏
よ
り
の
直
恩
と
感
状
の
発
給
が
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
の
べ
た
上
で
、
鑑
連

も
そ
れ
に
つ
い
て
の
「
取
合
之
段
、
弥
緩
有
問
敷
」
と
、
自
身
奔
走
す
る
こ
と
を
約
し
、
そ
の
上
で
、
自
分
の
気
持
と
し
て
、
と
り
あ
え

ず
野
津
手
村
の
内
三
町
を
預
け
進
め
る
と
の
べ
て
お
り
、
恩
賞
も
感
状
も
小
野
氏
に
た
い
し
て
は
、
大
友
氏
よ
り
の
そ
れ
が
目
的
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
し
、
⑬
で
は
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
お
い
て
も
⑮
の
ほ
か
大
友
氏
の
感
状
は
小
野
文
書
中
に
数
通
残
存

し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
み
て
小
野
氏
は
明
ら
か
に
大
友
氏
の
直
臣
で
あ
り
、
し
か
も
戸
次
氏
の
親
類
で
も
な
い
の
で
、
前
掲
着
到
状
に
言

う
と
こ
ろ
の
「
親
類
・
与
カ
・
被
官
」
の
う
ち
の
与
力
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
同
陣
」
、
或
は
「
同
心
」
と
表
現
さ
れ
る
も
の
の
な
か
に
は
、
二
つ
の
種
類
が
あ
る
こ
と

（
刀
疵
）

小

野

弾

介

同

註

12
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一
所

六
拾
六
町

海
津
村

一
所

三
拾
三
町

竹
井
村

一
所

六
町

波
江
村

一
所

六
町

浦
村

一
所

It
七
町

岩
旭
村

一
所
拾
弐
町

田
尻
村

（
大
友
義
鑑
）
（
花
押
）

永
禄
期
に
最
も
近
い
と
思
わ
れ
ろ
田
尻
氏
本
宗
の
所
領
の
日
録
は

揖
揮
者
（
以
後
「
同
陣
主
」
と
呼
ぶ
）
が
つ
ぎ
／
＼
に
変
わ
っ
て
行
く
も
の
で
あ
る
。

「
同
陣
主
」
の
動
き
と
と
も
に
動
き
、
常
に
行
動
を
と
も
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
与
力
と
呼
ば
れ
る

前
者
に
呂
す
る
も
の
に
は
、
筑
後
で
は
田
尻
氏
の
ほ
か
に
三
池
氏
、
五
条
氏
、
間
汀
所
氏
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
ま
る
。

註
13

田
尻
氏
は
大
蔵
姓
で
あ
り
、
平
安
末
の
大
辛
少
式
、
原
田
種
直
の
末
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
鎌
倉
期
に
鎌
倉
御
家
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

川
尻
氏
一
族
三
人
が
弘
安
九
年
閲
ト
ニ
月
廿
一
一
日
に
幕
府
よ
り
、

註
14

の
一
を
宛
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
わ
か
る
。

田
尻
伯
菩
守
知
行
分
坪
付

「
蒙
古
合
戦
之
忠
」
に
よ
っ
て
各
々
薩
摩
国
屈
島
児
郡
司
職
の
内
十
分

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

他
方
は
結
合
が
堅
く
、

る。
両
者
と
も
に
指
揮
者
と
同
陣
す
る
こ
と
は
変
わ
り
な
い
が

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
紐
織
（
木
村
）

こ
れ
を
、
以
後
「
同
陣
者
」

と
呼
ぶ
こ
と
と
す

一
方
は
き
わ
め
て
恥
肪
的
な
も
の
で
あ
り
、
作
撒
の
展
開
の
仕
方
次
第
で
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永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
拿
小
村
）

余
弟
四
郊
左
術
門
尉
方

一
所
弘
川
之
内
百
町
事
者

一
所
上
弘
川
之
内
弐
百
五
十
町

一
所
河
崎
百
町

一
所
生
菓
郡
之
内
福
冨
弐
百
町
持

領
地
之
事

で
あ
り
、

三
甜
郎
の
筑
後
南
邪
に
集
中
し
て
お
り
、

註

16

註

17

註

18

註

19

そ
の
後
、
長
田
弐
恰
五
町
、
三
溝
六
町
分
、
豊
持
拾
町
中
郡
の
内
庁
分
拾
町
な
ど
を
宛
行
わ
れ
て
い
る
か
、
三
池
・
山
門
・

註
20

か
つ
て
知
行
し
た
は
ず
の
鹿
児
島
郡
は
も
ち
ろ
ん
、
筑
前
恰
上
郡
倉
持
の
よ
う
な
、
比
較
的
近

距
離
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
当
知
行
地
か
ら
、
消
滅
し
て
し
ま
つ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
の
か
わ
り
に
筑
後
三
郎
に
そ
の

註
21

所
領
が
集
中
し
、
田
尻
氏
の
所
領
支
配
は
よ
り
有
利
に
な
っ
た
と
見
て
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
の
財
力
の
一
端
は
、
天
文
卜
六
年
田
尻
親
柱

et22 

（
伯
者
守
）
が
閻
後
を
訪
れ
た
際
の
大
羅
の
贈
答
品
に
よ
っ
て
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
t
3
 

号

"
2

ま
に
閂
庄
所
氏
は
、
鎌
倉
暮
府
の
問
江
所
の
執
事
を
つ
と
め
た
一
予
古
氏
の
子
孫
と
い
わ
れ
、
天
文
初
期
と
思
わ
れ
る
田
北
親
員
、
吉
岡

長
増
、
山
下
長
就
ら
大
友
氏
の
年
寄
が
裏
に
花
押
を
す
え
た
坪
付
に
よ
る
と

以
上

一
所
一
所

恰

式

附

北

分

此
内
徳
田
七
十
町

弐

百

五

拾

町

鷹

尼

一

所

五

InJ
五
段

神
崎
分

一
所
拾
弐
町

大
塚
村

t
5
 

1-a1 
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小
野
次
良
三
良
殴

月
五
日

由
、
依
仰
執
述
如
件

遺

で
あ
り
、
他
に
も
永
禄
末
以
前
に
お
い
て
生
棠
郡
朝
四
百
町
、
筑
崩
肥
木
郷
百
町
、
筑
後
三
井
郡
鵜
木
四
十
五
町
な
ど
を
大
友
氏
よ
り

宛
行
わ
れ
て
お
り
、
田
尻
氏
と
並
ぷ
大
国
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
池
氏
は
東
国
御
家
人
に
出
口
を
持
ち
、

註

26

こ
の
段
階
で
の
所
領
は
充
分
明
ら
か
と
は
言
い
が
た
い
が
、
大
友
氏
よ
り
の
文
書
の
文
言
等
か

註
27

五
条
氏
は
、
前
記
三
氏
と
や
や
系
統
が
こ
と
な
り
、
南
北
朝
期
に
征
西
将
軍
宮
と
と
も
に
九
州
に
下
っ
た
下
級
貴
族
で
あ
り
、
そ
の
ま

ま
土
苔
し
て
室
町
ー
戦
国
期
に
菊
池
氏
、
さ
ら
に
大
友
氏
の
被
官
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
所
領
等
は
前
記

註
28

三
氏
と
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
非
永
続
的
な
同
陣
関
係
に
あ
る
諸
氏
は
、
大
国
人
圏
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

で
は
与
力
に
ち
の
所
頷
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
言
及
し
て
き
た
小
野
氏
の
錫
合
、
原
文
害
は
残
存
し
な
い
が
、

親
父
和
泉
守
長
幸
一
跡
之
内
、
宇
田
枝
名
之
内
拾
貫
分
井
四
ヶ
村
下
村
領
之
内
下
地
職
、
文
手
屋
敷
事
、
任
相
続
之
旨
、
可
有
存
知
之

天
文
五
年
丙
申

と
あ
り
、
文
書
様
式
、
文
草
と
も
に
全
く
疑
う
余
地
な
い
文
書
で
あ
る
が
、
小
野
氏
の
所
領
が
一
見
し
て
わ
か
る
。
前
記
国
人
逹
と
く
ら

ら
み
て
、
田
尻
氏
ら
と
対
等
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上

（
裏
に
田
北
親
貝
ら
四
名
の
花
押
あ
り
）
註
24

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

註

29

丹
後
守
判

大
和
守
判

和
泉
守
判
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べ
、
ま
ず
冗
領
規
模
に
お
い
て
大
き
な
違
い
を
指
摘
で
告
る
が
、
さ
ら
に
筆
者
が
か
つ
て
翌
前
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
名
主
誡
ま
た
は

註
30

下
作
職
と
類
似
の
職
と
推
定
さ
れ
る
下
地
職
が
あ
る
こ
と
。
こ
の
段
階
で
譲
状
中
に
屋
敷
が
特
記
さ
れ
て
い
る
階
層
は
、
化
力
名
王
ー
ド

作
職
所
有
者
犀
に
ほ
ゞ
限
定
で
ぎ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
小
野
氏
は
、
豊
前
に
お
い
て
こ
の
こ
ろ
か
ら
田
原
紹
忍
と
与
力
関
係
を
結
ぶ
元
正

註
31

氏
、
成
恒
氏
、
渡
辺
氏
ら
と
同
一
階
雇
に
属
す
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
筑
前
に
お
い
て
、
永
禄
初
め
か
ら
、
怒
留
湯
融
泉
、

註
32

立
化
鑑
載
と
永
続
的
な
同
陣
関
係
に
入
っ
て
い
る
米
多
比
氏
は
、
入
文
冗
年
七
月
几
日
、
大
友
義
鑑
よ
り
筑
削
国
院
内
弐
拾
五
町
を
還
附

註

氾

註

34

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
米
多
比
氏
の
名
字
の
地
で
あ
り
、
居
屋
敷
で
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
犀
敷
は
領
主
制
の
発
生
期
に
お
い
て

は
、
そ
の
根
幹
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
大
友
支
配
地
の
戦
国
末
期
の
大
国
人
た
ち
に
と
つ
て
は
、
そ
の
様
な
役
割
は
失

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
小
野
氏
よ
り
米
多
比
氏
は
や
や
所
領
規
模
は
大
で
あ
り
、
薦
野
氏
と
と
も
に
南
北
切
期
か
ら
そ
の
名
が

t‘h) 

見
え
る
が
、
や
は
り
大
国
人
達
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
所
有
す
る
職
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
有
力
名
主
か
小
国
人
屈
に

属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
感
状
な
ど
に
お
い
て
、

同
一
で
あ
っ
て
も
、
同
陣
主
と
の
同
阿
図
係
は
非
永
続
的
、
非
固
定
的
で
あ
る
も
の
と
、
同
陣
主
と
の
同
陣
関
係
が
永
統
的
、
固
定
的
で

あ
る
も
の
と
が
あ
り
、
前
者
は
自
ら
着
到
状
を
大
友
氏
に
差
し
出
す
こ
と
が
出
来
る
大
国
人
層
で
あ
る
。
後
者
は
、
同
陣
主
の
与
力
で
、

白
ら
大
友
氏
に
着
到
を
差
し
出
す
こ
と
が
で
苔
ず
、
同
陣
主
の
差
し
出
す
将
到
状
中
に
そ
の
名
を
連
ら
ね
、
社
会
階
層
的
に
は
小
国
人
ー

同
陣
主
と
同
陣
者
、
与
力
の
結
合
関
係

い
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
同
陣
主
は
同
陣
者
、
与
力
の
戦
功
を
上
申
す
る
権
限
を
持
つ
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
同
陣
主
は
同
仰

を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
の
宜
は
、
必
然
的
に
同
陣
主
に
な
れ
る
も
の
の
は
ば
を
ぎ
わ
め
て
狭
い
も
の
に
限
定
す
る
。

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
拿
木
村
）

(2) 

そ
の
後
に
お
け
る
大
友
氏
よ
り
の
応
状
の
発
給
、
恩
賞
の
宛
行
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
力
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

名
主
、
下
作
職
層
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
。

つ
ま
り
、

た
と
え
大
友
氏
か
ら
旅
追
さ
れ

3
 
5
 

「
同
陣
」
「
同
心
」
と
い
う
表
現
を
と
る
も
の
の
な
か
に
、
史
料
上
の
表
尻
は
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き
、
同
陣
上
は

与
力
に
お
い
て
は

ば
、
や
は
り
有
力
者
と
同
陣
し
、

に
休
松
の
合
戦
の
際

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
拿
木
村
）

永
続
的
な
同
陣
関
係
の
成
立
す
る
背
景
に
は
、

た
軍
事
柘
拝
者
で
あ
っ
て
も
、
大
友
政
権
内
部
で
の
発
言
権
の
珈
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
大
い
に
戦
功
を
つ
く
し
て
も
、

迎
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
こ
と
を
同
陣
者
に
知
ら
せ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

一っ

こ
の
事

そ
の
後
の
特
に
屈

賞
宛
行
と
い
っ
た
段
階
で
、
同
陣
主
の
政
治
力
の
弱
さ
の
た
め
充
分
評
価
さ
れ
る
可
能
性
が
低
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ

筑
煎
北
部
に
お
い
て
永
禄
初
期
以
来
軍
事
楕
と
所
領
打
渡
権
を
持
つ
て
い
る
怒
留
湯
融
泉
、
立
花
饂
載
と
同
陣
し
た
者
へ
は
、
日
杵
鑑

註
カ

速
、
吉
弘
鑑
理
よ
り
別
に
市
し
次
ぎ
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
融
泉
、
鑑
載
の
大
友
政
櫛
内
に
お
け
る
彼
ら
の
弱
さ
を
年
寄
の
鑑
速
、
鑑

同
陣
者
の
塩
合
、
戦
功
認
定
に
お
い
て
自
ら
も
菅
到
状
を
芳
し
出
す
こ
と
が
出
来
、
ま
た
そ
の
ひ
苔
い
る
軍
勢
も
多
く
、
彼
ら
の
行
動

は
政
治
的
、
軍
事
的
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
だ
け
に
、
比
較
的
に
高
い
評
価
を
受
け
や
す
い
と
思
わ
れ
る
が
、
鑑
連
が
り
で
触
れ
た
よ
う

「
向
後
不
易
、

何
様
無
別
儀
、

「
無
別
儀
」

特
別
の
配
慮
を
は
ら
う
こ
と
を
約
東
し
て
い
る
こ
と
を
見
れ

註

38

「
申
承
」
わ
っ
て
も
ら
え
る
ほ
う
が
、
断
然
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

可
山
承
」
し
と
、

そ
の
宝
事
力
も
政
治
的
立
易
も
同
陣
者
よ
り
は
る
か
に
弱
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

は
、
彼
ら
が
大
友
氏
の
直
臣
と
し
て
、
同
陣
者
と
同
じ
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
場
合
、

そ
の
行
動
の
評
価
を
ぎ
わ
め
て
低
く
す
る
。

に
は
、
組
織
さ
れ
た
集
団
戦
の
行
わ
れ
て
い
る
な
か
で
、
小
人
数
の
非
組
紙
的
戦
闘
行
為
は
大
き
な
。
フ
ラ
ス
に
は
な
り
え
な
い
し
、
閃
に

よ
っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
で
さ
え
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
あ
る
だ
度
の
戦
果
を
あ
げ
え
た
と
し
て
も
同
陣
者
た
ち
の
役
割
と
は
く
ら
ぶ

べ
く
も
な
い
か
ら
し
て
、
同
陣
上
に
よ
る
ア
フ
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
、
特
に
恩
賞
宛
行
に
つ
い
て
の
努
力
も
、
な
お
ざ
り
な
も
の
と
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
。
し
か
し
厨
領
獲
得
の
必
要
の
あ
ろ
の
は
同
陣
者
た
ち
だ
け
で
な
く
、
与
力
屈
と
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
ら
と
し
て

は
、
最
も
有
効
に
戦
功
を
評
価
し
て
も
ら
う
必
要
が
で
て
く
る
。

え
な
く
て
は
い
け
な
い
。

つ
ま
り
号
力
層
は
有
力
な
同
陣
主
と
緊
＜
鮎
び
つ
く
こ
と
で
自
ら
の
戦
功
を
最
も
高
く
大
名
に
完
る
こ
と
が
で

親
類
・
観
官
と
な
ら
ぶ
安
定
し
た
軍
勢
を
プ
ラ
ス
で
ぎ
、
そ
の
結
景
と
し
て
の
よ
り
以
上
の
戦
呆
は
、

る。

こ
の
様
な
事
佑
を
考

自
ら
の
政
治
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永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
G

木
村
）

五
条
鎮
定
の
給
地
の
百
姓
の
な
か
に
戸
次
鑑
辿
な
ど
の
被
官
が
お
り
、
年
貢
末
進
な
ど
を
行
い
、
五
条
氏
は
自
分
で
そ
れ
を
お
さ
え
る

こ
と
が
て
き
ず
に
被
官
主
の
一
人
で
、
お
そ
ら
く
被
官
主
中
最
有
力
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
戸
次
鑑
連
に
訴
え
、
そ
の
助
言
を
得
て
い
る

わ
け
て
、
与
力
の
場
合
に
も
前
掲
史
料
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
与
力
関
係
が
階
級
閾
争
の
武
器
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
特
に

五
条
殴
御
陣
所

許

41

八
月
十
九
日

け
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
る
史
料
は
般
官
の
場
合
で
あ
る
が

こ
の
史
料
は
、
紹
方
庄
に
お
い
て
前
々
か
ら
諸
点
役
以
下
を
馳
走
の
衆
の
う
ち
、
近
年
人
の
寄
子
で
あ
る
と
号
し
て
終
怠
す
る
も
の
が

出
て
お
り
、

思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
禁
ず
る
よ
う
大
友
義
鎮
よ
り
戸
次
鑑
連
に
令
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
義
鎮
の
花
押
よ
り
み
て
弘
治
削
綬
と

こ
の
段
階
で
す
て
に
同
陣
主
の
与
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
諸
点
役
以
下
の
搾
取
に
対
抗
す
る
き
わ
め
て
有
力
な
テ
コ
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
も
同
陣
主
（
寄
親
）
の
政
冶
的
地
位
が
、

御
給
地
百
姓
等
二
聾
忌
之
由
、
委
細
承
、
得
其
意
候
、
鑑
連
悴
者
、
又
者
、
雖
為
誰
人
被
官
、
堅
固
可
被
仰
付
侯
ー
略
ー

戸
次
伯
者
守
殿

I
O
 

15"4 

I
l
月
十
―
]
日

与
力
た
ち
に
と
つ
て
の
。
フ
ラ
ス
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

的
、
経
済
的
な
地
位
を
雌
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
大
友
氏
は
、
非
組
綴
的
な
兵
力
が
、
自
ら
の
軍
事
力
の
中
核
で
あ
る
日
陣
主
の
直

属
軍
と
し
て
糾
織
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
以
上
の
獣
果
を
期
待
で
ぎ
る
こ
と
と
な
る
。

於
当
圧
、
従
前
々
、
詰
点
役
巳
下
馳
走
之
衆
、
近
年
号
人
寄
子
、
何
事
綬
之
仁
和
之
之
由
、
其
聞
候
、
甚
不
可
然
侯
ー
略
'
|

義
鎮
（
花
押
）

そ
の
与
力
に
と
つ
て
大
き
な
意
味
を
も
つ
わ

鑑
連
（
花
押
）
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以
下
①
i
⑩
の
出
典
を
順
番
源
り
記
す
。
佐
史
七
、
田
尻
家
文
書
、

1
1
0
、
1
1
4
、
1

見
花
文
書
、
田
尻
家
文
書
1
1
6
、
1
1
8
、
1
2

9、

1
2
0
、
1
2
1
、
1
2
3
、
1
2
4

2

立
花
文
書
、
本
文
書
は
『
禍
岡
県
史
資
料
」
所
収
の
も
の
に
よ
る
。

3
前
掲
「
筑
後
国
三
池
荘
史
料
」

4

編
大
22
の
1
5
6

5
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
同
陣
、
固
心
と
い
っ
た
こ
と
が
感
状
に
記
入
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
⑩
の
様
な
大
友
氏
よ
り
直
接
使
者
が
旅
遣
さ
れ
た
特

殊
例
を
の
ぞ
け
ば
、
「
猶
戸
次
伯
替
守
可
申
候
」
と
い
っ
た
ふ
う
に
申
し
次
ぎ
を
行
っ
て
い
る
武
将
の
指
揮
下
に
同
陣
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

6

佐
史
七
、
田
尻
家
文
書
1
3
6
、
1
4
0
、
1
4
2
、
1
4
3

同
氏
「
大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
8
、
9
合
併
号
）

7
 

ム

｀

ム訂
ー

同
様
の
理
由
か
ら
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

一
万
田
氏
を
は
な
れ
て
戸
次
鑑
連

註

42

与
力
は
同
陣
主
と
の
間
に
は
、
本
来
「
以
一
諾
」
つ
て
と
い
う
以
外
の
関
係
が
な
く
、
当
然
に
被
官
と
ち
が
つ
て
両
者
間
の
搾
取
関
係
は

全
く
存
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
最
も
有
効
に
働
い
た
と
考
え
て
よ
く
、
田
原
紹
忍
の
豊
前
で
の
成
功
の
背
旦
に
は
、
庄
園
領
主
宇

註
43

佐
宮
と
名
主
、
ド
作
織
層
の
対
立
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
別
稿
で
指
摘
し
た
が
、
大
友
氏
に
お
け
る
与
力
関
係
全
て
に
も
同
様
の
事
を
想

定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
に
、
恩
賞
と
階
級
闘
争
の
テ
コ
と
い
う
二
つ
の
目
的
の
た
め
に
小
国
人
ー
名
主
、
下
作
職
囲
が
与
力
契

約
を
結
ぶ
と
す
れ
ば
、
同
陣
主
（
寄
親
）
は
彼
ら
に
と
つ
て
保
護
者
で
あ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
合
は
長
期
に
わ
た
れ
ば
わ
た
る
ほ
ど

帷
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
そ
こ
か
ら
被
官
な
ど
と
一
見
区
別
し
が
た
い
関
係
が
成
立
す
る
。
感
状
、
著
到
状
に
お
い
て
親
頬
、
与

I
4
 

9ョ
"
4

カ
、
被
官
を
ま
と
め
て
「
家
中
之
仁
」
と
表
玩
す
ろ
こ
と
の
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
陣
主
が
保
護
者
と
し
て

の
力
を
充
分
に
備
え
て
い
ろ
こ
と
が
伺
よ
り
の
条
件
で
あ
り
、
も
し
同
陣
主
の
政
治
的
地
位
が
低
下
す
れ
ば
、
保
渡
者
と
し
て
の
械
能
は

充
分
に
果
さ
れ
ず
、
写
力
は
そ
の
同
陣
主
を
は
な
れ
て
、
よ
り
有
力
な
同
陣
主
に
つ
く
こ
と
と
な
る
。

の
月
力
と
な
っ
た
小
野
氏
は
そ
の
実
例
で
あ
る
し
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
廿
力
を
持
つ
も
の
が
ほ
と
ん
ど
年
寄
た
ち
に
限
ら
れ
て
く
る
の
も
、
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11 10 9 8
 永

禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
〉

⑪
i
⑮
は
い
ず
れ
も
小
野
文
書
て
あ
る
。

小
野
文
書
、
七
月
十
三
日
大
友
義
鎮
感
状
、

小
野
文
書
、
六
月
十
七
日
大
友
義
鑑
感
状

小
野
文
書
、
七
月
廿
三
日
大
友
宗
麟
感
状
、
十
二
月
十
一
日
戸
次
道
雪
、
同
統
虎
連
署
感
状
、
五
月
一
日
大
友
義
統
感
状
、
二
月
廿
九
日
大
友

義
統
感
状
、
十
一
月
廿
旦
戸
次
鑑
連
感
状
、
三
月
十
六
日
戸
次
鑑
連
感
状
、
卯
月
廿
三
日
大
友
義
鎮
感
状

12

立
花
文
書

1
3
「
筑
後
国
史
」
、
「
嵩
橋
記
」
、
大
田
亮
氏
「
姓
氏
家
系
大
辞
典
」
な
ど
。
な
お
、
田
尻
氏
は
「
種
」
を
通
字
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
蔵

姓
原
田
氏
に
共
通
の
通
字
で
あ
る
。

14

佐
史
む
、
田
尻
家
文
書
ー
、
「
筑
後
国
三
池
荘
史
料
」

22
号
文
書

15

佐
史
七
、
田
尻
家
文
書
4
3

16

佐
史
七
、
田
尻
家
文
書
6
6
、
6
7

17

同
右

18

同
右
8
0
、
8
1

19

同
右

20

同
右
8
、
15

21

こ
の
見
解
に
疑
問
を
投
げ
る
史
料
に
佐
史
七
、
田
尻
家
文
書
1
6
1
の
年
代
未
詳
田
尻
氏
不
知
行
分
坪
付
が
あ
る
。
こ
れ
は
三
池
、
山
門
、
上

麦
三
郡
で
の
百
六
十
余
町
の
不
知
行
地
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
天
正
六
年
十
二
月
廿
二
日
、
田
尻
氏
が
大
友
氏
を
は
な
れ
龍
造

寺
氏
に
つ
い
て
（
佐
史
七
、
田
尻
家
文
書
1
6
9
)
以
後
の
新
知
て
あ
り
、
筑
後
が
大
友
ー
龍
造
寺
、
さ
ら
に
は
島
津
ー
龍
造
寺
の
争
奪
戦
の
対

象
と
な
っ
て
以
後
の
こ
と
＼
思
わ
れ
、
こ
の
様
な
政
情
の
結
果
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
佐
史
七
、
田
尻
家
文
書
1
7
6

22

佐
史
七
、
田
尻
家
文
書
4
4

23

「
筑
後
国
史
」
、
「
姓
氏
家
系
大
辞
典
」
な
ど

24

問
注
所
文
書
、
九
大
国
史
学
研
究
室
蔵
、
東
大
史
料
編
纂
所
影
写
本
の
写
真
版
に
よ
り
、
前
記
年
寄
三
人
ま
で
は
確
認
し
え
た
が
、
他
の
一
人

は
合
致
す
る
花
押
が
な
い
。
田
北
学
氏
は
斉
藤
長
実
か
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
の
年
寄
の
構
成
か
ら
見
て
、
い
ち
ば
ん
可
能
性
の
高
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
蝙
大
17
の
3
1
)

「
ID柳
河
渚
誌
」
所
収
十
一
月
十
一
日
大
友
義
長
蒻
状
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永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
中
組
織
（
木
村
）

25

問
注
所
文
書
、
八
月
十
一
日
大
友
義
鑑
知
行
宛
行
状
、
十
二
月
廿
目
大
友
義
鑑
知
行
宛
行
状
、
十
二
月
十
三
日
大
友
義
鎖
知
行
預
ケ
状
、
そ
の

也
26

こ
の
段
階
に
最
も
近
い
と
思
わ
れ
る
一
二
池
氏
の
所
領
は
佐
史
七
、
田
尻
家
文
囚
1
6
2
の
三
池
氏
等
知
行
坪
付
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
見
る
三
池

殿
持
分
は
百
六
町
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
全
て
と
は
思
え
な
い
。
な
お
三
池
氏
に
つ
い
て
は
川
添
昭
二
氏
「
筑
後
国
三
池
荘
史
料
」
の
解
題
及

び
同
氏
の
掲
げ
ら
れ
た
諸
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

27

五
条
氏
に
つ
い
て
は
藤
日
明
氏
「
征
四
将
軍
宮
」
及
び
森
本
正
憲
氏
「
五
条
頼
元
に
つ
い
て
ー
南
北
朝
内
乱
期
の
政
治
思
想
ー
」

Q

九
州
史
学

37
、
38
、
39
合
併
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

28

五
条
文
書
、
十
二
月
十
二
日
隈
部
為
治
書
状
、
永
正
五
年
十
一
月
一
二
口
五
条
方
知
行
坪
付
、
五
月
廿
阻
日
城
軍
各
書
状
、
十
一
月
廿
七
日
大
友

義
鑑
禎
ケ
状
、
そ
の
他

29

小
野
文
書
、
御
感
状
控
、
こ
の
文
書
は
近
世
後
期
に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
存
す
る
小
野
文
書
の
多
く
を
写
し
て
お
り
、
本
文
で
も
述

べ
た
よ
う
に
信
頓
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
小
野
文
書
中
に
は
一
一
月
廿
六
日
大
友
義
鑑
よ
り
小
野
次
郎
三
郎
へ
あ
て
た
親
父
和
泉
守
長
幸
の

一
跡
を
「
任
相
続
之
旨
、
領
掌
不
可
有
相
違
」
と
い
う
安
培
状
が
あ
り
、
こ
の
連
署
奉
告
は
、
大
友
氏
の
文
書
様
式
か
ら
大
友
義
節
の
安
堵
状
に

添
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
断
定
で
恙
る
。

30

い
す
れ
で
あ
る
か
は
現
在
の
筆
当
の
力
で
は
決
し
が
た
い
が
、
松
平
頼
寿
氏
蒐
蔵
観
棋
音
寺
文
吾
盆
続
中
五
の
7
2
8
ペ
ー
シ
）
に
「
当
坊
数

代
之
下
地
職
四
丈
之
事
勿
論
土
貢
共
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
わ
ざ
／
＼
「
土
貢
共
」
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
以
上
、
寺
院
で
あ
る
た
め
「
勿
論
」
で

あ
り
、
本
来
下
池
職
は
土
頁
を
と
り
た
て
る
職
で
は
な
く
、
耕
作
権
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
そ
う
す
れ
ば
下
作
職
と
考
え
た
方
が
よ
い
こ
と
に

な
る
。

31

拙
禍
「
田
原
紹
忍
の
軍
事
力
曰
」
（
九
州
史
学
32)
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

32

米
多
比
文
書
、
九
月
七

□大
友
宗
麟
感
状
、
六
月
八
日
日
杵
鑑
速
書
状
、
ま
た
薦
野
氏
で
は
、
九
月
廿
九
日
大
友
義
鎮
感
状
、
九
月
七
日
大
友

宗
麟
感
状
、
（
薦
野
家
譜
二
巻
所
収
）

33

米
多
比
文
雷
、
七
月
九
日
大
友
義
鑑
知
行
宛
行
状

34

米
多
比
文
書
、
天
文
六
年
七
月
十
一
日
大
友
氏
年
奇
連
署
宇
吾

35

戸
門
介
方
実
氏
『
日
本
領
主
制
成
立
史
の
研
究
」

36

川
添
附
二
氏
編
「
今
川
了
俊
閲
係
編
年
史
料
」
下
巻
5
9
4
号
文
書
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雪
下
事
（
由
布
文
書
）

37

前
掲
米
多
比
文
害
、
向
野
家
譜

38

在
条
鉛
定
の
子
息
が
戸
次
鑑
連
と
「
契
約
」
し
た
と
い
う
の
も
、
そ
れ
が
ね
ら
い
で
あ
ろ
う
。
一
二
月
廿
八
旦
戸
次
鑑
連
書
状
、
五
条
文
嗚

39

休
松
の
敗
北
に
よ
り
、
鑑
連
の
同
陣
者
は
撤
兵
し
、
夜
に
い
た
る
ま
で
同
陣
し
た
の
は
田
尻
氏
、
三
池
氏
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
同

陣
主
と
同
陣
者
の
結
合
が
強
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
時
に
鑑
連
が
夜
営
で
き
た
の
は
親
類
、
与
力
、
被
官
に
よ
る
さ
＼
え
が

あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

40

立
花
文
暑

41

五
条
文
亭
戸

42

本
来
な
ら
ば
、
木
椅
で
被
官
に
つ
い
て
言
及
す
べ
ぎ
で
あ
る
が
、
元
地
元
年
よ
り
立
化
城
督
と
な
る
戸
次
鑑
連
の
城
督
時
代
に
つ
い
て
の
別
稿

を
準
備
中
で
あ
り
、
戸
次
鑑
連
及
び
そ
の
被
官
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
取
り
掲
げ
る
こ
と
A
す
る
。

43

「
田
原
紹
忍
の
軍
事
カ
口
」

44

し
か
し
与
力
と
被
官
に
は
、
は
っ
き
り
し
た
図
別
が
あ
り
、
た
と
え
ば
一
戸
次
鑑
連
か
、
号
力
小
野
大
蔵
少
轄
と
被
官
由
布
涼
五
方
衛
門
尉
に
発

給
し
た
感
状
で
は
、
は
っ
恙
り
と
あ
つ
か
い
方
が
ち
が
う
。

於
今
度
木
原
、
被
砕
手
、
被
深
手
候
御
忠
儀
無
比
類
快
、
銘
々
逹
上
聞
侯
条
、
定
而
直
可
被
成
御
感
候
、
為
鑑
連
茂
忘
輝
不
可
有
候

十

一

月

廿

日

鑑

連

（

花

押

）

小
野
大
蔵
少
輔
殿進

之

候

（

小

野

文

北

日

）

於
今
度
木
原
、
砕
手
被
遂
分
捕
候
事
、
忠
貞
無
比
類
候
、
必
追
而
可
感
之
侯
、
恐
々
謹
五

十
一
月
廿

□

由
布
源
五
左
衛
門
尉
殿

前
の
文
占
は
、
戸
次
鑑
連
よ
り
与
力
小
野
氏
に
、
後
の
文
壽
は
、
戸
次
鑑
連
よ
り
被
宮
巾
缶
氏
に
そ
れ
人
＼
あ
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
で
は

「
被
砕
手
」
「
御
忠
儀
無
比
類
」
と
敬
雨
を
使
用
し
て
い
る
の
に
た
い
し
、
後
者
で
は
「
砕
手
」
「
忠
貞
熊
比
類
」
と
敬
語
を
使
用
し
て
い
な
い
。

さ
ら
に
煎
者
で
は
、
こ
の
忠
儀
を
大
友
氏
に
上
奏
し
た
の
で
、
大
友
氏
よ
り
の
直
の
御
感
が
送
っ
と
あ
る
で
あ
ろ
う
と
の
べ
て
い
る
の
に
、
後
者

で
は
「
UJ
感
」
人
は
鑑
連
で
あ
り
、
前
者
に
お
い
て
は
「
為
鉛
連
＂
戊
」
と
鑑
連
自
身
は
つ
け
に
り
で
あ
る
の
と
対
称
的
で
あ
る
。

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
〉

鑑
連
御
粛
判

ー

各

ー
9
[
 

- 59 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

永
禄
末
期
に
筑
前
に
脈
遣
さ
れ
た
戸
次
鑑
連
の
軍
団
は
、
直
属
軍
の
親
類
、
与
力
、
彼
官
を
中
心
と
し
て
、
臨
時
に
編
成
さ
れ
た
同
陣

者
を
加
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
族
郎
等
と
い
っ
た
呼
び
か
た
で
武
士
団
を
形
成
し
て
き
た
も
の
の
流
れ
を
ひ
く
と
思
わ
れ
、

註

1

武
土
団
に
よ
る
軍
勢
の
根
本
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
同
陣
者
は
、
多
く
録
倉
御
家
人
の
系
譜
を
ひ
く
大
国
人
た
ち
で
あ
り
、
そ
の
ひ
苔
い

る
軍
勢
は
、
や
は
り
親
類
、
被
官
の
集
合
体
で
あ
る
。

こ
の
同
陣
者
た
ち
の
同
陣
関
係
が
不
安
定
で
あ
る
の
は
、
た
と
え
ば
南
北
朝
期
に

彼
ら
の
先
祖
た
ち
が
、
あ
る
時
は
、
守
護
、
ま
た
は
守
護
の
派
遠
す
ろ
守
護
代
、
ま
た
あ
る
時
は
杯
屈
、
ま
た
は
そ
の
倖
大
将
な
ど
の
指

揮
に
と
、
時
々
に
応
じ
て
指
揮
官
が
変
わ
っ
た
の
と
lnJ
一
時
限
に
お
い
て
と
ら
え
ろ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
る
と
、

こ
の
軍
団
の
な
か
で
最
も
戦
国
的
な
特
色
を
も
つ
も
の
は
与
力
で
あ
る
と
い
え
る
。
戦
国
大
名
の
軍
事
組
織
の
大
き
な

特
色
が
与
力
で
あ
る
こ
と
は
多
く
の
先
学
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
恙
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
友
氏
も
全
く
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
ゞ
こ
の
段
階
で
の
鑑
連
の
軍
団
に
見
る
大
友
氏
の
与
力
制
度
は
、
あ
く
ま
で
も
私
的
契
約
関
係
で
あ
り
、
大
友
氏
に
よ
り
意
図
的
に
編

成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
傾
向
は
現
わ
れ
は
じ
め
て
お
り
、
肥
後
の
由
上
ミ
名
字
衆
ら
は
天
文
19
年
、
菊
池
殴
武
叶
伐

の
た
め
肥
後
に
出
張
し
た
大
友
氏
の
年
寄
小
原
鑑
元
の
「
任
下
知
」
せ
「
無
別
儀
心
底
」
を
あ
ら
わ
し
た
が
、
こ
の
同
陣
関
係
を
、
大
友

肥
後
国
山
之
上
衆
、
去
年
干
文
之
刻
、
別
而
軍
労
之
由
、
祝
着
候
、
然
者
鑑
元
在
田
之
条
、
為
寄
子
令
同
心
、
弥
於
励
奉
公
者
、
必
可

顕
其
志
之
段
、
可
被
由
聞
候
、
恐
々
謹
言

（
ウ
ハ
書
）

「
小
原
遠
江
守
殿

義
鎮
は
そ
の
ま
＼
制
度
化
し

義
鎮
」

親
類
、
被
官
は
武
士
団
発
生
期
以
来
、

お

わ

り

に
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で
あ
る
と
い
え
る

と
、
小
原
鑑
元
が
そ
の
ま
ヽ
肥
後
に
在
国
す
る
こ
と
＼
な
っ
た
時
に
寄
子
と
し
て
上
か
ら
改
定
し
て
い
る
し
、
田
原
紹
忍
、
高
橋
鑑
種
ら

城
督
の
そ
れ
も
、
地
域
的
に
与
力
制
度
を
確
立
し
よ
う
と
い
う
意
図
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
翌
前
、
筑
前
、
肥
後
な
ど
の
遠
隔

新
領
土
で
は
、
私
的
な
与
力
契
約
関
係
が
個
々
に
成
立
し
て
も
、
内
乱
、
他
大
名
の
侵
入
な
ど
に
際
し
て
与
力
関
係
が
、
本
国
曹
後
で
の

よ
う
に
ス
ム
ー
ズ
に
発
動
さ
れ
う
る
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
た
と
え
ば
四
前
の
蠣
痴
鎮
忠
は
、
田
北
「
繊
生
以
御
取
合
、
奉
請
御
下
知
」

注

4

A

5

註
6

り
、
「
遂
参
上
」
げ
て
お
り
、
蠣
麺
氏
が
田
北
氏
の
与
力
で
あ
る
こ
と
は
桑
波
田
氏
が
臣
摘
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
弘
冶
三
年
の

翌
則
で
の
戦
闘
で
は
「
田
原
親
宏
属
御
手
」
し
て
戦
つ
て
い
る
。

こ
れ
は
こ
の
時
に
田
北
鑑
生
が
叫
笠
則
に
出
陣
し
な
か
っ
た
た
め
だ
が
、

し
た
が
つ
て
、
遠
隔
地
で
の
与
力
関
係
を
最
も
有
効
に
す
る
た
め
に
は
そ
こ
に
常
院
す
る
武
将
と
勺
力
関
係
を
設
定
さ
せ
る
こ
と
が
よ

註

7

く
、
そ
こ
に
位
い
権
限
を
持
ち
、
年
寄
、
ま
た
は
年
寄
と
同
等
に
近
い
政
治
力
を
持
つ
城
仔
が
任
命
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
大
友
氏
の
永
禄
末
期
の
軍
事
組
織
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
花
押
影
）

類
・
被
宜
と
い
う
旧
米
よ
り
の
軍
勢
に
、
私
的
な
契
約
に
も
と
ず
く
与
力
の
軍
勢
を
加
え
、
さ
ら
に
戦
闘
の
進
展
に
応
じ
て
増
誠
す
ろ
大

囚
人
の
軍
勢
を
も
つ
て
成
立
し
て
お
り
、
遠
隠
地
ー
肥
後
、
筑
前
、
翌
前
ー
で
城
督
ま
た
は
そ
れ
に
準
す
る
も
の
の
ひ
き
い
ろ
そ
れ
は
、

江
8

打
力
関
係
が
租
的
な
も
の
で
な
く
、
大
名
に
よ
り
股
定
、
ま
た
は
、
当
然
そ
の
契
約
閃
係
が
城
督
に
集
中
す
る
様
に
制
度
化
さ
れ
た
も
の

そ
し
て
、
与
力
制
度
が
公
的
に
設
定
さ
れ
た
に
し
ろ
、
私
的
に
成
立
し
た
に
し
ろ
、
同
陣
主
（
寄
親
〉
と
与
力
（
寄

f
)
の
間
に
は
、

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

多
面
的
な
作
戦
で
は
特
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。

（
天
文
廿
年
）

六
月
廿
六
日（鑑
元
）

小
原
遠
江
守
殷

木
国
盟
後
よ
り
派
遮
さ
れ
ろ
年
寄
の
ひ
苔
い
る
軍
団
は
親

ー

3

1iu 
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直
接
的
搾
取
関
係
は
本
来
な
く
、
同
陣
主
の
保
設
と
与
力
の
特
に
軍
事
面
に
お
け
る
同
陣
と
に
よ
り
結
び
つ
い
て
お
り
、
同
陣
主
よ
り
の

保
護
が
充
分
で
あ
る
か
ぎ
り
、
ぎ
わ
め
て
堅
い
結
合
と
な
り
、

と
い
っ
た
階
級
闘
箪
の
武
器
に
ま
で
な
っ
た
の
で
あ
る
。

陣
主
よ
り
の
保
護
は
、
恩
賞
宛
行
な
ど
の
「
御
恩
」
だ
け
で
な
く
、
豊
前
に
お
け
る
妙
見
岳
城
督
田
原
紹
忍
に
見
る
よ
う
な
、
庄
闊
領
主

側
よ
り
の
「
新
儀
非
法
」
に
対
す
る
保
護
に
も
な
り
、
さ
ら
に
は
、
寄
子
た
ち
が
鉗
子
で
あ
る
こ
と
を
罪
由
に
諸
点
役
以
下
を
担
否
す
る

こ
＼
に
戦
国
期
に
い
た
り
、
仝
国
的
に
寄
親
、
寄
子
制
度
（
大
名
に
よ
り
呼
び

力
は
様
々
だ
が
）
が
以
立
す
る
背
景
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ー 註

そ
の
軍
団
を
強
化
す
る
こ
と
と
な
る
。

し
か
も
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
同

宮
川
満
氏
は
被
官
と
与
力
を
戦
国
期
の
特
色
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が

(lpj
氏
「
戦
国
大
名
の
領
国
制
」
、
「
封
建
国
家
の
権

力
構
造
」
所
収
）
、
嫌
倉
、
南
北
朝
期
の
下
人
、
所
従
な
ど
は
、
質
的
に
は
同
様
と
い
え
な
く
て
も
、
系
譜
的
に
は
つ
な
が
る
も
の
が
多
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2

た
と
え
ば
川
添
昭
二
氏
「
「
鎖
西
管
領
」
考
」
（
日
本
歴
史
2
0
5
、
2
0
6
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

3

「
熊
本
県
史
料
中
世
編
」
二
巻
内
田
文
書
8

4

「
大
分
県
史
料
」

8
巻
4
7
2
号
文
書

5

同
右
5
0
3
号
文
書

6

桑
被
口
興
氏
「
大
友
氏
家
臣
団
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
8
、
9
合
併
り
空
）

7

藤
本
久
志
氏
は
、
武
田
氏
支
配
下
の
甲
斐
恵
林
寺
領
の
百
姓
た
ち
の
寄
親
が
非
常
に
多
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
武
田
氏
に
よ
る
農
民
分
断
政
策

と
し
て
寄
親
、
寄
子
制
を
と
ら
え
て
お
ら
れ
る
が
（
同
氏
「
貫
高
制
と
戦
国
的
権
力
綱
成
ー
村
田
、
宮
川
、
佐
々
木
（
潤
）
三
氏
の
所
論
に
学

ぶ
ー
」
日
本
史
研
究
93)
、
氏
の
所
論
は
大
名
よ
り
の
視
点
に
か
た
よ
り
す
ぎ
、
与
力
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
ど
の
様
な
意
味
を
も
つ
か
に
つ
い
て

も
一
応
考
慮
は
さ
れ
て
は
い
る
が
、
や
＼
不
充
分
で
は
な
い
か
と
思
う
。
恵
林
寺
領
が
武
田
氏
の
本
国
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本
来
私
的
な

寄
親
、
寄
壬
制
が
、
尿
型
の
ま
＼
現
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
恵
林
寺
の
守
領
支
配
に
対
す
る
閃
民
の
抵
抗
の
大
送
な
武
郡
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
菊
池
武
雄
氏
「
戦
国
大
名
の
権
力
構
造
」
（
歴
史
学
研
究
1
6
6
)
参
照
。

城
督
の
常
院
と
そ
の
持
っ
て
い
る
権
限
か
ら
い
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
な
お
拙
稿
「
田
原
紹
忍
の
軍
事
力
」
「
高
橋
鑑
種
考
」
を
参
照
し
て
い

8
 

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
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木
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た
ゞ
き
た
い
。

付
記
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
川
添
昭
二
氏
、

御
斡
旋
を
う
け
、
小
野
文
書
の
管
理
責
任

る。

桑
波
田
興
氏
よ
り
御
助
言
を
い
た
ゞ
い
た
。
ま
た
小
野
文
書
、
米
多
比
文
雷
採
訪
に
は
武
田
哲
突
氏
の

者
伝
習
館
高
校
藤
丸
教
諭
、
米
多
比
文
書
所
蔵
者
米
多
比
樽
氏
の
御
協
力
を
え
た
。
記
し
て
感
謝
す

永
禄
末
期
大
友
氏
の
軍
事
組
織
（
木
村
）

-63 -

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked




